
日本気象学会2005年度秋季大会

会期
会場

12005年11月20日（日）～22日（火）
：神戸大学六甲台地区（神戸市灘区六甲台町1－1）
h即：／／㎜．kobe－u。acjp／in負）／access／rokko／

大会実行委員会担当機関：大阪管区気象台，神戸大学，神戸海洋気象台，京都大学，
　　　　　　　大阪大学，大阪教育大学，大阪府立大学，奈良女子大学，
　　　　　　　総合地球環境学研究所，（財）日本気象協会関西支社

大会委員長 ：小佐野愼悟（大阪管区気象台）

当目の会場への連絡先　：大会実行委員会事務局（TEL：078－803－5294）

　　　　　　　　　　　交通の案内
・徒歩　　：阪急電車「六甲」駅から約15～20分
・バス　　：JR西日本r六甲道」駅，阪急電車r六甲」駅，阪神電車r御影」駅から神戸市バス36系統
　　　（鶴甲団地行き，もしくは鶴甲2丁目止まり行き）に乗車し，　r神大文理農学部前」下車
・タクシー：JR西日本「六甲道」駅から約10～15分，阪急電車「六甲」駅から約5～10分，
　　　阪神電車「御影」駅から約15～20分

会場案内図

自然科学総合研究棟1号館

（C会場）

麟

鰯繕－

理学部Z棟凸

（D会場）

瀧川記念学術交流会館

（B会場，託児所）

、

『
重

神戸大学生活協同組合LANS　BOX
（懇親会場）

神戸大学六甲台地区文理農学部キャンパス

神戸大学百年記念館

（受付，A会場，ポスター会場，

シンポジウム会場）

①文学部

②理学部

③農学部

④文学研究科

⑤文化学研究科

⑥自然科学研究科

（1号館・2号館）

⑦連携創造センター

⑧遺伝子実験センター

⑨バイオシグナル研究

センター

⑩神戸大学百年記念館
（留学生センター）

⑪分子フォトサイエン
ス研究センター

⑫研究基盤センターア
イソトープ部門

⑬研究基盤センター極
低温部門

⑭環境管理センター

⑮ベンチャー・ビジネ
ス・ラボラトリー

⑯瀧川記念学術交流会

館

⑰眺望館

⑱神戸大学百年記念館
　（神大会館）

⑲山口誓子記念館
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大会行事予定

A会場　　：神戸大学百年記念館六甲ホール　　（2階）
B会場　　：瀧川記念学術交流会館大会議室　　（2階）
C会場　　：自然科学総合研究棟1号館大会議室（2階）
D会場　　：理学部Z棟多目的室A・B　　　　（2階）
ポスター会場：神戸大学百年記念館ロビー　（1・2階）

シンポジウム・各賞授与式会場：
　　　　　神戸大学百年記念館六甲ホール　　（2階）
受付　　　＝神戸大学百年記念館ロビー　　　　（1階）
大会事務室：神戸大学百年記念館会議室B　　　（3階）
懇親会　　：神戸大学生活協同組合LANS　BOX（1階）

（）は講演数，一　一は座長

A会場 B会場 C会場 D会場
11月20日 09：30～ 降水システム 気候システム1 物質循環1 大気境界層
（日） 12：30 （15，A101～A115）

　　　一渡邊明一
（11，B101～B111）
　　一野原大輔一

（15，C101～Cl15）
　　　一菅原敏一

・環境気象
（15，D101～D115）
一林泰一一

13：30～ 雲物理 気候システム皿 物質循環皿 気象予報
17：00 （18，A151～A168） （17，B151～B167） （18，C151～C168） （15，D151～D165）

一岡本創一 一野沢徹一 一久慈誠一 一三好建正一
一封馬洋子一 気象教育

（1，D166）

一三好建正一

17：00～ ポスター・セッション（96，P101～P196）
18：00

11月21日 09：15～ 熱帯大気1 スペシャルセッション スペシャルセッション スペシャルセッション
（月） 12100 （14，A201～A214） 「2004年暑夏の原因を 「高所山岳を利用した大 r力学・化学・放射過程

一堀之内武一 探る」 気科学の展望：富士山 を通した太陽活動の地
（9，B201～B209）
　一楠　昌司一

頂を観測拠点に」

　（10，　C201～C211）
球大気に及ぼす影響」

　（8，D201～B208）
一小林ちあき一 一岩坂泰信一 一廣岡俊彦一

一土器屋由紀子一

13100～ 山本正野論文賞・堀内賞・奨励賞授与
13：30

B：40～ 山本正野論文賞・堀内賞記念講演
15：10

15：20～ シンポジウム「大規模観測プロジェクトは気象学に何をもたらすか」
17：30 司会：石川裕彦　基調講演：安成哲三，吉崎正憲，三上正男，深尾昌一郎，余田成男，笹野泰弘

18：00～ 懇親会
20：00

11月22日 09：15～ 熱帯大気皿 気候システム皿 物質循環皿 大気力学1
（火） 11：30 （6，A301～A306）

　一吉岡真由美一
（8，B301～B308）
　一高谷康太郎一

（9，C301～C309）
　　一菅田誠治一

（11・D3璽補餅一

台風1
（5，A307～A311）
一足立アホロー

11：30～ ポスター・セッション（96，P301～P396）
12：30

13：30～ 台風皿 気候システムW 観測手法 大気力学皿
17：00 （17，A351～A367）

　　一坪木和久一
（17，B351～B367）
　一谷貝勇一

（16，D351～D366）
　　　一柳野健一

（9，D351～D359）
　　一伊賀啓太一

一谷田貝亜紀代一 相互作用
（9，D360～D368）
一山崎剛一

発表件数＝465件（口頭発表273，ポスター192） 口頭発表の講演・質疑時間：8分と3分

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，目本気象学会の文書による．利用
許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不要です．

本プログラムの記載内容に関する問い合わせは，〒305－0052茨城県っくば市長峰1。1気象研究所予報研究部内講演企画委員会
（e－mail：org－msj＠mri→ma。gojp）まで。

74 “天気”52．10．
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　　　　　　　　　　　　　　　　大会参加費・懇親会費

・講演の有無や参加目数に関わらず，大会に参加する場合は規定の大会参加費を支払う必要があります．

・郵便振替による前納（会員のみ）または当日会場でお支払い下さい．

・大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．なお郵便振替用紙はr天気」6月号の末尾に挿入され

たものを使い，11月11目（金〉までに振り込んで下さい．

・金額は以下の表の通りです．

一般会員 学生会員 非会員

大会参加費
前納 2，000円 1，000円 未設定

当日 3，000円 2，000円 3，000円

懇親会費
前納 4，500円 2，500円 未設定

当日 5，500円 3，000円 5，500円

講演の方法

ロ頭発表

・1件当たりの発表時間は，講演時間8分・質疑時間3分です．

・スペシャルセッションの発表時間については世話人からの指示に従ってください．

・講演の際にはPCプロジェクターとOHPが使用できます．

・PCプロジェクターを使用する際は予め以下の点をご了承ください．

　一PCプロジェクターの使用を希望する場合は，必ず当該セッション開始前の休憩時間に，当該会場で会場係へその旨

　　を申し出て下さい．

　一パソコンは各自で準備して下さい．会場にはプロジェクターおよび接続ケーブルのみを準備します．

　一セッション開始前の休憩時間などを利用して，必ず接続の確認を行っておいて下さい．また接続が不安な場合は，開

　　始前に会場係に申し出て下さい．

　一突然の故障や接続の際のトラブルが発生した場合，座長の判断で，発表順を繰り下げたりOHPによる発表に切り替

　　えさせて頂くことがあります．このため，最低限の発表が出来るだけのOHPシートも用意しておいて下さい．

ポスター発表

・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は，幅0．9m×高さ1．2m程度（AOサイズを縦に貼れる程度）となっています．

・ポスターの掲示の際，押しピン・テープ類が使用可能です．これらは発表者自身で準備してください．

・ポスターの掲示可能時間は以下の通りです．特に撤去時間については厳守願います．

　一第1日の発表者は11月20日9：00～11月21日12：30

　一第3日の発表者は11月21日12：30～11月22日14：00

・ポスター会場での機器の使用は講演申し込み時に申し出ていたもの以外は原則として認められません．

託児所のご案内

　11月20日～22日の大会期間中は，託児所をr瀧川記念学術交流会館1階小会議室」に設けておりますのでご利用下さ

い．ご利用される方は，11月11目（金）までに下記の連絡先までTELまたはE－mai1でお申し込みください．

連絡先：松村哲（大会実行委員会事務局・大阪管区気象台）

　　　TEL：06－6949－6321

　　　E－mai1：a－mats㎜ura＠met．kishou．gojp

2005年10月 75
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シンポジウムr大規模観測プロジェクトは気象学に何をもたらすか』

　　　　　　　　　　日時：大会第2目（11月21日）15：20～17：30
　　　　　　　　　　会場：神戸大学百年記念館六甲ホール
　　　　　　　　　　司会：石川裕彦（京都大学防災研究所）

※シンポジウムの聴講は無料です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　ここ10年ほどの間に，観測を主体としたさまざまな大規模プロジェクトが実施されるようになってきました．GAME
「GEWEXアジアモンスーンエネルギー・水循環観測研究」とこれに引き続くCREST等によるエネルギー水循環観測研究，
科学技術振興調整費によるADEc　r風送ダストの大気中への供給量評価と気侯への影響に関する研究」，科学技術振興機
構戦略的基礎研究によるrメソ対流系の構造と発生・発達のメカニズムの解明」，科学研究費によるCPEA　r赤道大気上
下結合」，などが終了あるいは進行中です．また，総合科学技術会議が決定した「地球観測の推進戦略」に基づき，文部科
学省の地球観測システム構築推進プランにより新たな観測計画が開始されようとしています．世界的にはWMOの研究計画
としてTHORPEXが提案され，日本でもこれに向けた準備が進んでいます．このような大規模観測プロジェクトにより，
何が明らかになり，どんな新しい事実が発見され，それが理論やモデル研究にどのようなインパクトを与えたか，あるいは
与えると期待されるのかを，検証したいと思います．

　また，これら大規模プロジェクト推進には，予算獲得からコーディネーション，最後には外部評価への対応まで，多大な
労力を要するものです．昨今の「競争的資金」時代において，気象学会員が自分のやりたいことの予算を能動的に獲得しよ
うとする場合，何がポイントで，何が学界全体を考えて重要なのか，また大規模観測が気象学会にどんな波及効果を及ぽす
かなどを，皆で考える機会になればよいと考えております．

基調講演
（1）「アジアモンスーン研究の重要性一GAMEの成果と今後の展望一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安成哲三（名古屋大学地球水循環研究センター）
（2）「大規模気象観測プロジェクトとメソ気象」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉崎正憲（気象研究所予報研究部）
（3）「風送ダストの大気中への供給量評価と気候への影響に関する日中共同研究（ADEC）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上正男（気象研究所環境・応用気象研究部）
（4）「赤道大気上下結合」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深尾昌一郎（京都大学生存圏研究所）
（5）「THORPEX（観測システム研究・予測可能性実験計画）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　余田成男（京都大学大学院理学研究科）
（6）「これからの地球観測」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笹野泰弘（国立環境研究所大気圏環境研究領域）
総合討論

スペシャルセッションr2004年暑夏の原因を探る』

日時　：大会第2目（11月21日）09：15～12：00

会場　：神戸大学瀧川記念学術交流会館大会議室（大会B会場）
世話人：楠昌司（気象研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　2004年の夏は1994年以来の暑夏となった．暑夏は，目本を含めた東アジア地域の人間社会に大きな影響を及ぼす．従っ
て，まず2004年暑夏の現象を解析し，さらにその原因を解明することが重要である．そのような研究は，数値モデルによ
る夏の季節予報の精度向上にもつながるであろう．2003年夏に欧州は熱波に見舞われた．この熱波に人間活動による温暖
の寄与が認められるという研究結果もある．従って，2004年暑夏に地球温暖化がどの程度寄与しているかという，一般社
会の問にも答えなければならない．さらに，地球が温暖化したときに，2004年暑夏のような夏がどの程度増えるかという
定量的研究も必要である．

76 黙天気”52．10．
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　　　　　　　　　　　　スペシャルセツション
r高所山岳を利用した大気科学の展望＝富士山頂を観測拠点に』

日時　：大会第2目（11月21日）09：15～12：00
会場　：神戸大学自然科学総合研究棟1号館大会議室（大会C会場）
世話人：岩坂泰信（金沢大学），土器屋由紀子（江戸川大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　大気質量のおよそ70％を占める自由対流圏の観測研究は，主として，航空機を利用するものである．しかし，航空機は
好気象条件下でしか利用できず，また，連続観測には適していない．その補完として高所山岳の利用が注目されている．富
士山頂は，オゾン濃度の目内変動やエーロゾルの化学成分濃度などから，年間を通して自由対流圏の要件を満たすと考えら
れている．2004年10月にr非常駐化」された富士山測候所の跡地の有効活用の一環として，　r極地高所研究」の拠点とす
る案が浮上している．気象観測の合間に富士山測侯所の協力を得て降水，エーロゾル，微量気体など大気化学観測を続けて
きた経験から，施設の利用が非常に有効であり，また，観測研究は長期間続けてこそ意味を持つものであることがわかって
きた．そこで，今後の利用形態としてどのような観測が必要になるか．雪氷学，雲物理学，大気電気学，生気象学などの気
象学全般にわたる研究を含め，また世界の山岳研究と連携しネットワークを構築することも視野に入れた議論を行うことが
急務であると考え，このセッションを計画した．

　　　　　　　　　　　　　　スペシヤルセツション
r力学・化学・放射過程を通した太陽活動の地球大気に及ぼす影響』

日時　：大会第2目（11月21目）09：15～12：00

会場　：神戸大学理学部Z棟多目的室A・B（大会D会場）
世話人：小寺邦彦（気象研究所），廣岡俊彦（九州大学〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　多様に変化する太陽活動に対する地球大気の応答については，未だ十分明らかとはなっていない点が多い．太陽活動が地
球大気に及ぼす影響の解明は，学問的興味のみならず，社会的要請が大きい気候変動予測の観点からも重要な研究テーマで
あり，国際的にもr太陽地球系の気候と天気（CAWSES）」国際共同研究計画が2004年から5年間の期間にわたり実施され
ている．これを機会に，本セッションでは，11年周期よりも短い時間スケールの太陽活動変動に伴う，力学・化学・放射
過程を通した地球大気の応答に関する理論的，観測的研究の現状，並びに今後の研究計画について，幅広い議論を行う．多
くの真摯な研究者の参加を期待したい．

研究会のお知らせ

大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

　25ロメソ　　　　ム
日時：2005年11月19日（土）（大会前日）13：30～17：30

場所：神戸大学百年記念館六甲ホール（大会A会場）

テーマ：「雷j
コンビーナー：小林文明（防衛大学校）
内容：

　雷現象は250年前のダリバールの放電実験，フランク
リンの凧の実験に遡り，その後の電荷分離研究の歴史も
長い．雷雲（サンダーストーム）に関しても例えば，“
冬季雷”や“夏季関東の雷雲”などはわが国固有の現象
として盛んに研究されてきた．また，最近では雷雲雲頂
から電離層への放電現象が確認され，メソ対流システム
の全体像が電気的な立場からも次第に明らかにされつつ
ある．このように大気電気学は電荷分離機構から雷雲の
全体構造の理解，さらに地圏から大気圏まで含んだ大気
電気構造へと学際的な広がりを示している．一方，落雷
は防災面からも重要であり，人的被害，構造物への雷撃，
森林火災，コンピュータなど家電製品の被害などさまざ
まな種類の雷災害が頻発している．そのため雷予測の社
会的な二一ズも高く，落雷位置情報がより身近なものと

して活用されるようになっている．25回目を迎えた当
研究会で今回初めて「雷」をメインテーマに取り上げる
こともあり，本研究会ではわが国における大気電気研究
の歴史を振り返りながら，雷雲の構造を理解するととも
に，最新のトピックスまで含んだ話題を提供したい．ま
た，これから雷を研究しようとする人の一助になれば幸
いである．

プログラム：

趣旨説明　小林文明（防衛大学校）

講演

　「1969年日本大気電気学会発足当時の目本の雷研究」
　　　菊地勝弘（秋田県立大学）
　「雷雲の内部構造」
　　　上田博（名古屋大学地球水循環研究センター）

　「雷雲をVHF放射で観る」
　　　河崎善一郎（大阪大学大学院）

　「雲解像モデル（JMANHM）をもちいた発雷予測」
　　　林修吾（気象研究所）
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　「宇宙線・雲・雷のリンクの可能性と超高層雷放電が
　地球大気へ与える化学的インパクト」
　　　佐藤光輝（理化学研究所）

総合討論

世話人：坪木和久（名古屋大学地球水循環研究センター），
　　　　加藤輝之（気象研究所），小倉義光（東京大学海
　　　　洋研究所）

連絡先：小林文明（防衛大学校）
　　　　E－mail：kobayasi＠nda．acjp

THORPEX　　連，△　　2口　　　△
日時：2005年11月19日（土）（大会前目）13：00～17：30

場所：神戸大学瀧川記念学術交流会館大会議室
　　（大会B会場）
テーマ：アンサンブル予報とその高度利用
趣旨：

　THORPEXでは，アンサンブル予報の活用が重要なテ
ーマの一つとして位置づけられている．まず，アンサ
ンブル予報から得られる誤差情報は，次の予報を行な
うためのデータ同化と初期擾乱の作成に用いることが
できる．また，付加価値の高い予報プロダクトとして，
防災や経済活動などにも応用が試みられつつある．そ
こで，本研究集会では，様々な分野でアンサンブル予
報がどのように活用されているか，今後どのような活
用が考えられるか，各分野での事例を講演者に紹介し
ていただき，参加者とともに議論したい．
司会：余田成男（京大理〉
プログラム：

座長：榎本剛（海洋機構地球シミュレータセンター）

・三好建正（気象庁数値予報課）
　「アンサンブル・カルマンフィルタ（仮題）」
・山口宗彦（気象庁数値予報課）
　「気象庁が運用するアンサンブル予報とその利用」
・中北英一（京大防災研）
　「流域降雨予測ならびに洪水予測と気象予測の不確
　　定性情報」

座長：中澤哲夫（気象研究所〉

・山本毅（みずほ第一フィナンシャルテクノロジー）
　「アンサンブル予報の活用法：企業の気温リスク分析
　　法とリスクヘッジ法」

・津坂秩也（中部電力本店中央給電指令所）
　「電力会社における気象予測の影響」
・総合討論（司会：余田成男）

目本気象学会THORPEX研究連絡会世話人：
　余田成男，中澤哲夫，木本昌秀，向川均，榎本剛
連絡先：榎本剛（電子メールeno＠lamstec．gojp，
　　　　　　　電話045－778－5867，FAXO45－778－5492）

1．気塊の年代～理論・力学と微量成分観測から～
　滝川雅之（地球フロンティア）
　　「気塊年代スペクトルを用いたCCSR／NIES大気大
　　　循環モデルにおける物質輸送検証実験」
　菅原敏（宮城教育大）
　　「クライオサンプラーを用いて観測された成層圏の
　　　CO2およびSF、の濃度とその年代について」

2．SPARCに関する報告
　林田佐智子（奈良女子大）
　　　「WCRPとSPARCの最近の動向について～COPES
　　　への取り組み～」

　要旨：WCRPの全体会合ではWCRPとIGBPの相互乗
　り入れを促進するプランとしてCOPES（CoordinatedOb
　servationandPredictionofEarth　System）を，強力に推進す
　ることを今年3月に決定しました．今後国内の研究コ
　ミュニティ，特にSPARCとIGACに関係している方た
　ちには大いに関わりがあります．また，9月末にはSPA
　RC／SSG会合が予定されていますので，オゾン研究会
　においてこれらの情報を集約してお伝えし，今後の対
　応について意見を伺いたいと思います．
世話人：笠井康子（情報通信研究機構），
　　　　川上修司，河本望（宇宙航空研究開発機構），
　　　　永島達也（国立環境研究所），
　　　　庭野将徳（京都大学大学院理学研究科），
　　　　村田功（東北大学大学院環境科学研究科）

連絡先1村田功（東北大学大学院環境科学研究科）
　　　　TEL：022－217－5776，FAX：022－217－5775，
　　　　E－mai1：murata＠pat．geophys．tohoku．acjp

2口 A

灘。目（目〉（大会第一目）
　　　セッション終了後から2時間程度
場所：神戸大学自然科学総合研究棟1号館大会議室
　　　（大会C会場）

内容＝

　今回の前半は，気塊の年代（Age　ofair）に関する話題で
す．気塊の年代の研究に関わるお二人の方に，これまで
得られてきた理論・観測に関する知見から，現在手掛け
ていらっしゃる最新の結果まで紹介して頂きます．後半
は，WCRP（世界気候研究計画）の主要プロジェクトのひ
とつSPARC（成層圏過程とその気侯への役割）の最近の
動向について，SPARCISSGメンバーの一人である奈良女
子大学の林田先生にお話して頂きます．関心をお持ちの
方は是非お集まり下さい．

日時12005年11月20目（日）（大会第一目）18：00～20：00

場所：神戸大学理学部Z棟多目的室A・B（大会D会場）
テーマ：rエアロゾル」
内容：

　今回は，最近の気候変動予測において重要な鍵を握る
エアロゾルをテーマに，海域および陸域におけるエアロ
ゾルの衛星リモートセンシングのレビューと最新情報に
関する話題を提供していただきます．また，エアロゾル
の気候への影響という観点から，GCMを用いたシミュ
レーションとエアロゾル衛星観測データの有効活用につ
いて議論したいと考えています．関心をお持ちの方は是
非ご参加ください．

話題提供者：

日暮明子（国立環境研究所）：海域のエアロゾル衛星観測

久慈誠（奈良女子大学）：陸域のエアロゾル衛星観測

竹村俊彦（九州大学応用力学研究所）＝GCMを用いた
　　　エアロゾル研究と衛星観測
世話人＝中島孝（宇宙航空研究開発機構），
　　　　目暮明子（国立環境研究所），
　　　　高橋暢宏（情報通信研究機構），
　　　　塩谷雅人（京都大学生存圏研究所），
　　　　早坂忠裕（総合地球環境学研究所）

連絡先：早坂忠裕（総合地球環境学研究所）
　　　　TEL：075－229－6161，FAX：075－229－6150，
　　　　E－mail：hayasaka＠chikyu．acjp

目時＝2005年11月22目（火）（大会第三目）
　　　17：15～2時間程度

場所＝神戸大学瀧川記念学術交流会館大会議室
　　　（大会B会場）

話題：オホーツク海から気侯変動を探る
「オホーツク海表層水温変動に影響を与える淡水インパ
　クトー一海底堆積物に残された過去12万年の記録一一」
　　　　　　　原田尚美（地球環境観測研究センター）
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「オホーツク海氷の数百～数千年周期の急激な拡大・縮
　小イベントー海底堆積物コアに残された過去12万年
　の記録一一」　　坂本竜彦（地球内部変動研究センター）

「気侯モデルによる過去・現在・将来のモンスーンシミ
　ュレーション」鬼頭昭雄（気象研究所）

今回の極域・寒冷域研究連絡会は，　「オホーツク海から
気候変動を探る」と題しての講演会を行います．まず，
2名の方に，オホーツク海の古海洋・古気侯について講
演して頂きます．北半球海氷域の南限であり，気侯変動
に敏感な領域であるオホーツク海の海底コアの研究を通
じ，過去1万から数万年程度の気候変動を理解し，さら
に現在や未来の気候変動の理解へつなげようというもの
です．古海洋・古気候を理解する上での基本的な説明も
交えながらお話して頂く予定です．さらに，気侯モデル
を用いた過去及び将来のモンスーン活動の研究について
の包括的な講演も予定しています．今回の講演会により
異分野の研究者との交流の場を設ける事で，アジア域を
中心とする気候変動研究の裾野をより広げていきたいと
思います．

代表：山崎孝治（北海道大学大学院地球環境科学研究科）

世話人：平沢尚彦（国立極地研究所），中村尚（東京大学
　　理学部），浮田甚郎（コロンビア大学），高田久美子
　　（地球環境フロンティア研究センター），阿部彩子
　　（東京大学気侯システム研究センター），佐藤薫
　　（国立極地研究所），本田明治（地球環境フロンテイ
　　ア研究センター），齋藤冬樹（東京大学気侯システ
　　ム研究センター），猪上淳（地球環境観測研究セン
　　ター），高谷康太郎（地球環境フロンティア研究セ
　　ンター）
連絡先：高谷康太郎（地球環境フロンティア研究
　　　　センター）TELO45－778－5526，FAX：045－778－5707，
　　　　　　　　E－mai1：takaya＠jamstec．gojp

PACK2（Planetary　Atmosphere　Colloq』uium　at　Kobe）

日時：2005年11月22（火）～24日（木）
　　　タイムテーブル（仮）
　　　　11／22（火）19：00頃までに集合
　　　　11／23（祝）朝から晩まで
　　　　11／24（木）　朝解散

内容：惑星大気に関するいくつかの講演を予定してい
ます．各講演の後にはちょっと長めに時間をとって，
少ししつこく議論する場を持ちたいと考えています．

　予定されている講演者（50音順，敬称略）

　　今村剛　　　（宇宙研）

　　倉本圭　　　（北大）

　　中島健介　　（九大）

　　松田佳久　（東京学芸大）

　　渡邊誠一郎（名大）

場所：太山寺なでしこの湯
　　　〒651。2108神戸市西区伊川谷町前開270－1
　　　　　　　　httpl／／www。nadeshikonoyu．com／

　神戸市営地下鉄「学園都市」駅よりシャトルバス5分
　（学会会場（神戸大）から学園都市駅までは約60分）

費用：全日参加18，000円くらい（含む2泊，朝昼夕食付
　　　き）部分参加や目帰り参加も可
申込み〆切（予定）＝11月4目（金）

問い合わせ先＝研究会の詳細は後日，ymnetなどで回覧
　する予定です．案内の送付を希望される方は，以下
　までご連絡ください．
　はしもとじょ一じ（神戸大）E－mai1：george＠kobe－u．acjp

世話人＝山中大学（神戸大），岩山隆寛（神戸大），

　　　　はしもとじょ一じ（神戸大）

講演企画委員会からのお願い

大会参加費の未払いについて
　2005年度春季大会において，一部の講演者が大会参加費を支払っていなかったことが判明いたしました．大会運営は大

会参加費と多くの会員による献身的な努力の上に成り立っており，今後はこのようなことがないよう十分ご注意願います。

今後参加費の未払いが明らかになった場合には，講演の停止を含めた処置も検討致しますのでご承知おきください．

　なお，大会参加費未払いの講演者の約半数は，共著者に会員がいれば講演できるという特例によって認められた非会員

による講演者でした．共著者となっている会員の方は，参加費の納入について講演者へ周知・徹底して頂くようよろしく

お願いします．

非会員による大会での継続的な講演について
　最近，非会員のままで継続して大会での講演を行うケースが少なからず見受けられます．特に教官との共著で講演を行

う学生や院生の方が多いようですが，一般の方もおられるようです．大会での講演は気象学会会員としての貴重な権利で

あり，　r共著者に会員がいる場合は非会員の大会での講演を認める」という規定は，あくまでも短期滞在の外国人や他分

野の研究者が気象学会において一時的に講演を行う場合の特例です．これまでもお願いしてきましたが，気象学会において

継続的に講演を行いたい場合には会員になって頂くように強く望みます．

2006年度春季大会の予告

　2006年度春季大会は，2006年5月21目（日）～24日（水）につくば国際会議場で開催される予定です．2006年度春季大会

からは，講演申込の電子化や大会参加費の改定などの大幅な変更が予定されています．これらの詳細は「天気」12月号に

掲載予定の大会告示に記載される予定です．なお，春季大会の講演申し込み締め切りは2006年2月頃となる予定です．
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大会第1日〔11月20目（目）〕
　　　　　　」《～は講演者を表す）

午前（09：30《’12：30）

降水システム

　　　　　　　　　　座長＝渡辺明（福島大理工）

A101撚（鹿児島地方気象台）甑島ライン（2003年7
　　月18目から21目）の発生と維持のメカニズムーウ
　　ィンドプロファイラ（WPR）によるアプローチー

A102騰・瀬古弘（気象研）他4名雲解像度
　　NHM－4DVARを用いた練馬豪雨事例に関するデー
　　タ同化実験

A103繍繹STO）東海地方の大雨の発生特性と環

A104繍発蓬離鰭異藷轍辮ける積乱雲

A105灘（名大地球水循環）・上田博（名大地球水循環
　　／IORGC）他　2名　Proportion　of　convective
　　precipitation　around　the　Meiyu　ffont

A106纒・山田広幸（10RGC）他2名中国大陸で観測さ
　　れた梅雨前線帯メソ低気圧の形成過程について

A107欝（九大理）等温位面渦位を用いた梅雨前線

A108騨鰭羅撫藷で一●アメダス解析雨量

A109蝋（山形地方気象台）・角村悟（気象大）解析
　　雨量データを用いた降水分布の統計的研究

AllO餓・村上正隆（気象研）他5名ポータブル
　　X－bandレーダーを用いた小スケールウェークの初
　　期観測

A111羅鍛あ驚欝災科研）他2名上陸する渦

A112灘・中井専人（防災科研）他2名新潟県中越
　　地域において大雪時に見られた渦状降雪雲の数値
　　実験

Al13畿畏・小林文明（防衛大地球）他1名ガストフ
　　ロントの微細構造（3）

A1’4羅鼎夕重謬欝謝蠣灘
　　界層エコーと積雲対流

A115㈱（高知大理）ノンスーパーセル竜巻の走行
　　実験

A会場

午後（13330～17300）

雲物理

　　　　　　　　　座長：岡本創（東北大院理）

A151燃・折笠成宏（気象研）他5名MRl雲生成チ
　　ャンバーを用いた雲物理実験P舐1：雲生成チャン
　　バーの概要

A152燃・村上正隆（気象研）他3名MRI雲生成チ
　　ャンバーによる雲物理実験一P韻II二気圧と温度制
　　御の方法および特性一

A153欝畏・村上正隆（気象研）他3名MRI雲生成チ
　　ャンバーによる雲物理実験　Part　III；雲粒生成過程

　　について

A154騰・村上正隆（気象研）他3名MRI雲生成チ
　　ャンバーによる雲物理実験Part　IV：氷晶発生過程
　　について

A155難蠣職と望講麟臨4♂螺
　　物理モデルによるチャンバー性能の考察

A156鰍（AESTO）・村上正隆（気象研）他3名メソ
　　スケールモデルにおける氷飽和調節の影響

A157、木　　良・中島映至（東大気候システム）他1名
　　　星　泪で得られた水雲の光学特性のビン法雲モ
　　デルによる解釈

A158騨螺懸警騨縣篇♂趨
　　生成過程のシミュレーション

A159葬糠藷摯男儲灘ナ駿簾筆撃協
　　降水物質予測特性改善の検討

A160繍・下舞豊志（島根大）他6名TRMM降雨レ
　　ーダによる雨滴粒径分布パラメータの推定

A161灘・早坂忠裕（地球研）他1名東アジアにお
　　ける人為起源エアロゾル間接効果

A162，繍鵬緯護輪灘購峯甥灘
　　実験（GCSS境界層雲WG　CASE9の数値モデル相．
　　互比較実験と関連して）

A163撚・岡本創（東北大院理）雲レーダより抽出
　　された氷晶雲微物理特性に関して

A’64螺鵬惇惑盛場灘鵬急角騨●中緯

A165鱗・山本真之（京大生存研）他2名ミリ波ど
　　ッフフーレーダーで観測されたシア不安定に伴っ
　　霧のロール状構造

A166鐸講1と難薯購懸辮）他2名青森県三

A167融（名大院環境）・折笠成宏（気象研）他7名ラ
　　マンライダーによる上層雲の相状態と氷晶方位の
　　観測

A168灘非謬襲響囎麟籍とEぎ謬
　　（2）
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大会第1日〔11月20日（日）〕
　　　　　　　鉱～は講演者を表す）

午前（09：30～12330）

気候システム1

　　　　　　　　　座長＝野原大輔（気象研／JST）

B’01騰実麓鷺露罐蘇藷ム）夏季東ア

B102繍・二宮洗三（FRCGC）他2名夏季アジア域
　　の降水シミュレーションにおける対流抑制の効果

B103購（気象研）20世紀の降水エクストリームイ
　　ンテックスの経年変化について

B104磁（環境研／FRCGC）・Simon　Brown（ハドレー
　　センター）温暖化による平均降水量および極端に
　　強い降水量の力学的・熱力学的変化

B105　江ll敏之・保坂征宏（気象研）長期AGCMアンサ
　　ンブル実　に基づく熱帯アジア河川流量の潜在的
　　季節予測可能性

B106翻鶴綿撮羅鷺簾勢羅3名
B107撒・永島達也（環境研）他2名20世紀前半の気
　　温変動に対する自然起源強制力の寄与推定（1）

B108饗畿り1講蜷羅濃舖羅響弾齪
　　（II）

B109繋鞠黙羅諺姦灘鷲騒蓬
　　と降水

B110轟灘鍵携灘諾欝縷醗犀
　　部強制力変動の影響

B111’　　　良・大垣内るみ（FRCGC）他2名大気海洋
　　、。合モデルMIROCによるPMIP2LGMシミュレ
　　ーションで見られる北大西洋の数十年規模の振動

B会場

午後（13：30《47：00）

気候システム五

　　　　　　　　　　　座長：野沢徹（環境研）

B151繊盤催％場購麟諜墜聯他2

B152騨地羅饒騎騨他1名偏差場の気

B153撫・鬼頭昭雄（気象研）地球温暖化による海
　　面淡水フラックスと海洋塩分の変化

B154勲・余田成男（京大院理）他1名有限長デー
　　タにおける見かけのトレンドの分布関数とトレン
　　ドの検出可能性

B155欝囎誘巌爺定常気候フイー團ツ

B156職（東京海洋大海洋工）・中島映至（東大気候
　　システム）新放射コードの開発その3一気体吸収
　　過程の変更による大循環モデルヘの影響評価

B157燃・酒井孝太郎（FRCGC）他2名氷期気候系
　　における南北エネルギーバランス

　縮鷺勲獣．囎護杢箏留筋
　　効果による雲・降水変化の考察

B159繰難襲禦碧震難ヂ．勢羅影
　　響

　　　　　　　　　　　座長：封馬洋子（FRCGC〉

B160　中A日子（名大院環境）・山本哲生（北大低温研）他
　　2名、、、、帯　循環系の雲の解析的モデル

B161難蝶蝉謬難膓蕊海洋結合大循

B162識・富田浩文（FRCGC）他3名全球雲解像モ
　　テルを用いた温暖化想定実験

B163㈱（FRCGC）・江守正多（FRCGC／環境研）他2
　　名GCMの雲水量の1×CO2時および2×CO、時にお
　　ける分布のモデル間相互比較

B164灘（気象研）・木田秀次（京大院理）墜面植生
　　モァルBAIM2を組み込んだ全球気侯モテルによ
　　る炭素循環数値実験

B165可出未　生・吉川知里（FRC㏄）他地球環境変化予
　　沮のこめの地球システム統合モデルの開発

B166翻弊醗講蔭罵鷺区織
　　モデルによるMR【一CGCM2のダウンスケールー

B167鱗漠募麗驕欝霧盤編他2名海
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大会第1日〔11月20日（日）〕　C会場
蝋～は講演者を表す．［OHPlはOHPを使用する講演を示す．）

午前（09：30～12：30）

物質循環1

　　　　　　　　　　座長＝菅原敏（宮城教育大）

C’01難ジ魏羅蜷羅墾蕊欝灘諜薯
　　与率の季節変化

C102灘皐轡網甜弩臭奏鵬簾箋
　　（II）　一メタン発生量と人間活動度：国内・外国の
　　諸都市についての比較一［OHPl

CIO3翻藻蟹RGC）降水の同位体比力’ら得られる陸

C104甑・檜山哲成（名大地球水循環）他2名メソ
　　スケール降水システム内における降雨の安定同位
　　体比変動に関する観測的研究

C105蕊議・前田高尚（産総研）他7名熱帯林生態系に
　　おける炭素循環のパラメタリゼーション（その
　　3）

C106欝懸嵩缶舗罪鞭濫3鱒講走5
　　いて

C107蔽・中澤高清（東北大院理）他4名森林生態
　　系における二酸化炭素の酸素同位体比の変動につ
　　いて

C108難蒲躾罪翻灘姦輔灘翻
　　長期観測

ClO9灘（地球研）・菅原敏（宮城教育大）他10名中
　　国における温室効果気体の観測

C110灘（宮城教育大）・青木周司（東北大院理）他6名
　　　日本上空の成層圏における二酸化炭素濃度の長
　　期変動と対流圏成層圏間の非平衡について

Clll㈱・斉藤拓也（環境研）他4名波照間島にお
　　けるフッ素系温室効果気体の連続観測

C112Manish　Na●a・Alexy　Yaremchuk（環境研）他3名
　　Long－te㎜simulation　of　CO2：Dynamicahnfluences
　　on　column　averaged　CO2

C113轍（九大総理工）・鵜野伊津志（九大応力研）4
　　次元変分法を用いたデータ同化手法の物質輸送モ
　　デルヘの導入

C114男騨罐鷲（鷺摺輿五鱗藝難
　　大気輸送モデルの検証と将来予測実験～

C115難杢蠣嚢講糊鯉薮禦簾製些
　　よる南北輸送一

午後（13330～17：00）

物質循環皿

　　　　　　　　　　座長＝久慈誠（奈良女子大理）一

C151難義葉鞠糠　纏魏麓当ざ森
　　境界層内におけるエアロゾルの粒径分布の推定

C152蕪・関口美保（東京海洋大海洋工）他1名多
　　波長ラマンライダーによる東京における下部対流
　　圏エアロゾルの光学特性

C153鞭走搬墜（騨繍繍ヒ郊外域に

C154繍・近藤豊（東大先端研）他名古屋近海上空
　　における黒色炭素エアロゾルの粒径、混合状態の
　　ラグランジュ解析

C155難縷懸編纈購繍鉾による
C156丞購・西田千春（名大院環境）他3名乗鞍岳と
　　ヱ山における大気エアロゾル粒子化学成分の季節
　　変化

C157講舟翻臨藷講磐鍮’。灘
　　雲粒凝結特性

Cl58麟（名大院環境）・§aipul　Hamdi（LAPAN）他5名
　　フイダーと露点ゾンテによる熱帯圏界面層の巻雲
　　および湿度の同時観測

C159鞭“織弊騨編簡灘建諜
　　エアロゾル層

C160縷浸り涯轡羅繍識舗懇圭婆9
　　特徴

C161繍縣携騨灘擁魏雲甥
　　粒子のサイズ変化とその重要性

C162灘・石坂丞二（長崎大）他5名長崎地方にお
　　ける2005年春の黄砂現象の特徴

C163麟繋薮礁欝轟磁麟籍1ナる境界

C164責蕊（富山大）・早坂忠裕（地球研）他4名
　　ABC／EAREX2005観測期間中に得られたエアロゾ
　　ルの光学的特性

C165鵬弩灘識編融讐熟麟翻）藩
　　江島、奄美大島での大気エアロソル中のEC／0C濃
　　度

C166鰹謹房魏群杏灘繍、鷲す賑
　　機成分の変化

C167鰍（千葉大CEReS）・Turerりai　Doolgindachba－
　　pom（Kohn　Kean　Univ．）他3名東タイにおける雨季
　　エアロゾルの化学成分の特性

C168織緯灘季駄麟灘齢象覇ε昭
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大会第1日〔11月20目（目）〕
　　　　　　　獄～は講演者を表す）

午前（09：30～12：30）

大気境界層・環境気象

　　　　　　　　　　座長：林泰一（京大防災研）

D101繍騰繍讐謬驚慧繕驕霧慕
D102漁（京大防災研）・手嶋あかり（京大理）他3名
　　バングラデシュの伝染病の発生パターンと気象環
　　境

D103縢謬艦嵐と撫齪境惜る津山盆地の

D1㏄繍麟賜翻離灘準鶴裁
　　測

D105辮講舗馨羅諜羅蒋3藻夏
　　の時系列変動

D10囎蕪鵬簾曙大理工）目本海沿岸域に

D107爆灘居簾灘鷺轟1翻北大低温研）

D108懸・實、田明（農環研）摩擦速度のパラメタリ
　　ゼーションが乾性沈着速度の推定値に及ぽす影響

D109鰍（防衛大）・余偉明（東北大）他2名都市内
　　緑地からの冷気流出一市街地での到達距離と鉛直
　　構造一

D110騰響雛纏離繊離講κお
　　大型車誘導効果の評価一移動観測と道路環境モデ
　　リングー

D111　　　　良・木田秀次（京大院理）阪奈地域の局地
　　　　　に・する生駒山系の存在の力学的・熱的効

　　果

D112，騰輪鶴鰐藷灘搬築雛
　　す影響

D’13騰叢鴇彫聴釜1ト都市域（関東

D114木・　士　・井上忠雄（筑波大院生命環境）他1名
　　都　　空に出現する対流雲の簡易都市気象モデル
　　による再現
D115撚（東北大院理）Development　and　applications　of
　　an　urban　meteorological　Numerical　model　in　Cartesian

　　coordinate

風

口 一
一
良

1こ
、

D会場

午後（13：30～17：00）

気象予報

　　　　　　　　座長＝三好建正（気象庁数値予報）

Dl51蕪（気象研）単調なセミラグランジュ移流ス
　　キームの導入による成層圏の水蒸気量の改善

D152灘麟蜜騨蜜彦㌶既鰭面
D153鰍・仲江川敏之（気象研）マルチモデルアンサ
　　ンブル法による潜在的予測可能性の推定（2）

D154イ欝繕（箏輔艦。額禦撃轡膠
　　ブル予報の構築

D155漁瓦（気象庁数値そ報）・Eugenia　Ka聖y（メリー
　　ランド大）全球プリミティブ方程式モァルを使っ
　　たアンサンブル・カルマンフィルタ実験

D156鰍鯵辮翻輝鋤綴星哉E
　　おけるStochastic　seedingの効果

D157講囎辮寵簸購聯騨！箋
　　カルマンフィルターの実験

D158灘（気象研）・経田正幸（気象庁数値予報）他1
　　名メソモデルによる全球アンサンブル予報ダウ
　　ンスケール実験（その2）

D159驚購螺藷馨暫畿謝嶽、碧業

D160麟難欝麟欝静力学モデノレヘの陸

D161繍・西嶋信（気象庁数値予報）他2名一
　　∫NoVA開発報告（第4報）一2004年福井豪雨の事
　　例にみる解析システムの違いが予報に与える影響

　　について
D162　出　一良（気象研）変分法データ同化におけるペ
　　ナルティ　の形と収束の速さ（続）

D163難二搬幕灘欝驚高花量婆
　　開発（その3）

D1図購難臨聖d撒，糠羅鱗話、
　　年新潟・福島豪雨のシミュレーションー

D165撒（桜美林大）・小笠原麻喜（目本航空）他2名
　　メソスケール気象モデルのルーチン運用とその教
　　材化（3）

気象教育

　　　　　　　　座長：三好建正（気象庁数値予報）

D166謬勢懸鰍辮研究会）小●中●高校用気
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大会第1日〔11月20目（目）〕　17300～18：00
　　　　　　　　　　　　　　　（、》》》㌧は講演者を表す）

P101蕪葉藤蠣雛號欝候変イヒにお

P102懸津甚雛纏馨難」舗輩豪
　　システムの環境変動解析

P103謙・植田宏昭（筑波大）他2名地球温暖化に伴
　　フエルニーニョ現象の変調

P104騰騰翻翻謝聯21世糸己におけ

P105簿肇韓鼎蟹讐勢。碧毬興些あ
　　変調
P106　　二　直・林陽生（筑波大院生命環境）他1名領
　　　気　モァルによる目本周辺の疑似温暖化実験と
　　水稲収量変動

P107艘縄あ鷺灘繍麹禦慰膜雲騨
　　海面水温場との関係～

P108礎騎講総ンゴノレの暖侯期降水量の経年

P109嚢墜繋凱禽成翫豫驚纏鰍
　　変動に伴う日周変化変動

P110糠轟鎌鹸舗難蹴鎗魏多
　　波の時空間分布とその要因

P111襟躍離羅緑議鵬歯葎
P112磯綾纏繁辮瓢．購辮購
P113簾鰹蜀1禦う耀懸蕪罷。奉蘇鑛
　　とエルニーニョ・南方振動の関係

P114V。S．Prasad・林泰一（京大防災研）Advancement　of
　　the　Indlan　summer　monsoon．

P115離艦難騰灘矯嚢流講房饗
　　動
Pl16宇　ll　（東海大）・立花義裕（FRCGC／東海大）南
　　　・7　偏差は常に東進するのか？

P117難螺轍鼎藷馨鷺灘優秀
　　ける巻雲微物理特性の導出

P1181灘難鵬継轍繭：鷲簸雰蜀
　　と居住可能性について

P119騰（儲轍勤蟷箏翻騒璽隻
　　ルホン酸塩の生成過程

P120縫（藝勢．懸覇謄繍響㌘
　　水蒸気の相変化による効果の検討）

P121繍（気象大）Eady模型の成長擾乱

P122離（籍蒙鯉鍋驚灘講査肇
　　いて（2）一パラメータスイープ実験一

P123編熟舞葡輔臨譲沓星大気湿潤

P124欝饗灘、薩簸馨嬰握編盤
　　暖化

ポスターセッション

P125難繍蟹鶏懸鰍誇紫研）金
P126灘巌盤糖叢羅猛離成力’ら算

P’27鱗流離睾（講耀齢急鵠鍵臨
　　上観測の結果から～

P128購夢埜惣賄鶉摩雛ミ麟麟籍覆
　　の導入

P’29簾縞聾顯鍛携緬MODISの138

P130辮備撫癬饗糀鴇撮麗における

P131欝ソ票驚発講晴天時全天輝度分布

P132蕪6穫購罐勤蜘ゑ瀟廷享垢
　　1放射伝達コードの改良、及び巻雲物理量の推定

　　～
P1331灘蟹繋蓑鰻繋1蕪1名’嚥発

P134灘難鱗駕騰講馨灘種
P135騨麟套暫轟藷境界層の相似貝曜と大気

P136毯講窺纏欝腿麟醜饗粟錨肇謙
　　ブイ観測一

P137騨需類鴛鮪募礎騰膓2痴直奨
　　ユレーション
p138　々　　一（IORGC）・吉兼隆生（FRCGC）インドシ
　　　　　　部，バンコク周辺平野部における夜間
　　強風発生のメカニズム

P139艦罐黙階報）三ケ日町の高密度気象観

P140嚇自翻欝翻灘1賛鱗慧擁皐
　　デルを用いた再現実験）

P141　　　紀子・松永信博（九大院総理工）他1名海風
　　に　　　　高温化の緩和効果

P142購懸弊窺瀧享房鏡翻糀めのヒ

P143騨』醗麟鑛物他3名関東域1こお

Pl44羅競雛欝灘雛融携鰭お
P145繋綴諮讃瓢翻縷欝癩籍崖
　　の検証

P146嚇、と欝雛饗蕩脇難峯病鑛

P147嬰灘看驕鮮礁緩イ凝鷺養饗お
　　程度

P148撚牙幌盤躍諮禦雛難葉樹林

P149羅譲鵠錨理）他7名済州島におけ

84 “天気”52．10．



P’50難鯉）’山澤弘実（名大）他1名放出源推

P151灘嬰西舞璋貌謂嬰唐簾響穿貌

P152J．Ghes驚11er・A．Griesfdler（環境研）他4名
　　Comparison　of　retrieval　code　results　of　ground－based

　　FTIR　meas㎜’ements　at　Kiruna，Sweden

P153螺総傑舗誘霧藻癒絵マにともな

P154高。1んし・竹谷文一（名大STE研）他2名青色お
　　よ　円、　レーザーを用いる大気環境中のNO2計
　　測器の開発研究

P155鰍麟撃裂鞭濡鍵鵬費ス
P156懸傷羅灘謹男捲歪（電中研）他東アジ

P157薄を矯麟麟紅辮撮律鱗
　　からの輸送に着目して一

P158　上　志良（気象研）Pt．Reyes（カリフォルニア
　　川・　に’1る下層雲の特徴とラジオゾンデデータ
　　の対応
P159撚（防衛大）・圓山憲一（防災科研）他5名
　　Optical　Particle　Counterによって観測された
　　Subvisual　Cirrus　Cloudsに対するライダ観測の感度
　　の考察

P160纏9甥囎縫慈誠（奈良女子大）GL’

P161騰（気象研）GPS準リアルタイム解析実験
P162Nanda　B．Adhikah（NICT）・花土弘（JAXA）他4名
　　Implication　of　Observed　Vertical　Profile　of　Drop　Size

　　Spectra　in　the　Study　of　Dual－Frequency　Radar　Rain

　　RetrievalS

P163鯉ン墓蝿響纒臨3勇．蚤糠酷
　　り返し補正処理の検証

P164醒謬夕暫（難鋳駆狸み』警豊
　　た降雨域の比較
P165　　　　志（JST／大阪府立大）・重尚一（大阪府立大）

　　　　　　マイクロ波放射計データによる全球降水
　　マップ（GSMaP）の作成と評価

Pl66騰（気象研）衛星搭載ライダーによる雲・エ
　　ーロソルの観測

P167顎霧謹讐轡（簗堕臨罐一専靭づ
　　ドスケールの湿度分散の改良～

P168撚欝駕醸羅野象研）他6名3つ
P169　　ゆかり・中川勝広（NICT）他3名降水の特徴と
　　COBRA　　パラメータの3次元特性
P170別一　。良・中澤哲夫（気象研）他6名Baiu　Hunter

　　2005に’ける無人機による気象観測

P171羅騰商嵩騰鰹糊勢葛鷲雛房
　　数値実験

P’72難（モ鷲瓢蕃繰綴魏鑛
　　推定一2004年2月22～23目、北海道・岩見沢
　　の事例一

P173鶴鴨欝妻諭驚灘麟貌お巌1と
　　ついて
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P174嬰鍵シ魏庭鹸欝疹騎鐙境）他1名

P175藩難黙講蛋副虚轟綴翻搬毘

P176辮（齢難黙蔓。享轟屡癬驕
　　ジェットとエルニーニョの関係に着目して一

P177鵬（弊鐸杢鰍グ麗攣攣鴉傷琢
　　モンスーン期の降水の特徴

P178多ai”齢㎞a駕藤鷲鵬爵糧3名東南ア

P179，欝綴糀総品囎蕊灘灘
　　south　of　the　Meiyu　fヤont　over　the　east　part　of

　　continental　China

P180欝蝿躍萄癬篤鰹携撫塵鷲拷
　　形成メカニズムー甑島ラインを例として一

P181襯留踏購繊踏幾懸た懸
　　積雲対流雲群の事例解析

P182護離鑑繰鶴鞭藩麗婁享凝
　　　（その1）

P183棲犠轟杢馨翻離虚幾潔讃日つ

P184轍謹輻韓熱、マ羅高層データから

P185騰よ艦欝騨籔イ読唇MM5と統計

P186蝿温韓離瀦凱鼎位エマグラムを用

P187灘筆男瓢譲講讃灘話非静
P188鰹爵學欝麟難あ鞭鷺静力学モ

P189難霧騙購鰐大工）他3名岐阜大学の予

P190。騨臨耀与諮醸麟縢研）台風

P191撫厳誓學肇獄灘禽難爆
　　達メカニズムに関する研究

P192騨（跡鵯繍臨魏霰を通過した台風

P193鞍跨角誤鼎鰍編轡準（強整薯
　　風第16号での瀬戸内海の地形特性による影響）

P194盤嬰蒲驕轄羅難譲躍’ら夏1こ発

P195糀袈蕪箆論h蚤灘論鶴糞謝
　　性

P196雛翻㎎盈備撫傑糀灘灘秀．
　　布に対する下層大気循環の応答
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大会第2日〔11月21日（月）〕　09：15’》12300
　」｛～は講演者を表す。［OHPlはOHPを使用する講演を示す．）

A会場
熱帯大気1

　　　　　　　　座長；堀之内武（京大生存研）

A201蕪じ塑縣鵬革貿観墨
　　機を用いた観測の概要　一PALAU2005集中観測

A202久　　尚　・城岡竜一（IORGC）他17名パラオ周
　　辺麺の　　雲の出現特性

A203諜謄灘童櫻鴨冒鍵蝦蟹
　　湿潤化に対する役割

A204燃・城岡竜一（10RGC）他4名熱帯西部太平洋
　　域における海面熱フラックスの統計的な特徴

A205騰夫羅濫贈聾脇灘奈茉
　　蒸気の鉛直分布

A206鱗犬灘辮騰齢寺黙矯
　　の起源

A207欝耀翻鰐罷絡蕪調発
　　分布とその放射加熱率

A208懇鵬・上田博（名大地球水循環）他6名
　　PALAU2005で観測されたクラウドクラスターの
　　内部構造

A209繍霧纏繍鹸麟鱗髪
　　化一

A210騨機弊編鱗総擶，急。獄響お

A211羅難醤惣鵬弱左慧鷲尋嘉
　　ンビル内および周辺の鉛直流観測

A212購・余田成男（京大院理）他2名熱帯対流圏
　　界面域の下降流層と水蒸気輸送

A213糠総驕孝瓢騰熱帯対流圏中層の

A214懸欝奇理）惑星規模の「対流不安定」の直

B会場
スペシャルセッション「2004年暑夏の原因を探る』

　　　　　　　　　　　座長：楠昌司（気象研）

B201小　ち　　（気象庁気侯情報）2004年夏の循環場の
　　特l

B202．、　　よい（気象庁気候情報）・遠藤洋和（仙台管区

　　気　。）也1名2004年7月に猛暑をもたらした高
　　気圧の成因（第2報）

B203講鉾辮蕊翻調犠赫（滞募
　　気温

B204小　．、也（富山大理工）・川村隆一（富山大理）季
　　ロ　裟　および年々変動成分からみた遠隔伝播パ
　　ターンの励起・伝播プロセスの特性と日本の夏季
　　天侯への影響

B205撚（目大院地球情報）・山川修治（日大文理）
　　チベット高気圧が2004年夏季の天侯にもたらし
　　た影響

　　　　　　座長：小林ちあき（気象庁気候情報）

B206鰍・堀正岳（筑波大）他1名広域アジアモン
　　スーンと目本の気侯変動を結ぶもの

B207㈱（気象研）目本における暑夏の地上気温の再
　　現期間

B208㈱・大淵済（地球シミュレータ）2004年7．月の
　　1か月アンサンブル予測実験

B209燃（総合科学研）半世紀前から2004年の暑夏
　　を予測、2006年までは暑夏傾向、暑夏冷夏は平年
　　の季節推移の加速遅延［OHPl

86 “天気”52．10．
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大会第2日〔11月21目（月）〕

　　　　　　　（＿は講演者を表す）

09：15《ジ12：00

C会場
スペシャルセッション『高所山岳を利用した大気科学
　の展望＝富士山頂を観測拠点に』

　　　　　　　　　座長＝岩坂泰信（金沢大）

C20繋翻繍大院理）富士山頂にお1ナる二酸化炭

C202撒（信州大教育）富士山頂における気圧と気
　温の目変化
C203五十　康　・澤庸介（気象研）他4名富士山頂で観

　測れたSO2

C204難麟鶴磁灘饒灘cl，誰
　　アロゾルの同時観測

C205騰・宮地和歌（東京農工大院農学教育）他3
　名晶士山で観測された大気の硫化カルボニルの
　鉛直分布一2002～2005年一

C206謹罐懸群灘響渕囎麓禦）他2名

　　　　　　　座長＝土器屋由紀子（江戸川大）

C207辮紐享騰灘総鵠繍謎来時の非

C208離騰…摺碧騨蕊環境）他2名大気境界

C209最繊・高見昭憲（環境研）他3名夏季～秋季の
　　日光白根山におけるオゾンの観測（2002年と
　2004年の比較）

C210鞭灘融製職他1名高山域の積

D会場
スペシャルセッション『力学・化学・放射過程を通し
　た太陽活動の地球大気に及ぼす影響』

　　　　　　　　　　座長：廣岡俊彦（九大）

D201辮暢舖濃講鰻纏鶉論
　　ング：太陽・オーロラ活動変化に対する一酸化窒
　素密度の変動と熱圏大気のエネルギー収支

D202高　“点子・三好勉信（九大理）他1名太陽放射量
　27日周．変動と中層大気大循環との関連

D203繍あ出牛真（気象研）太陽黙11年周期の

D204北・　沙子・廣岡俊彦（九大理）他1名成層圏及び
　　下部　間　における大気潮汐波について

D205糠二罧纂轄藷翫誤講聯壬

D206懸灘騨糠灘器編鷺鷲～
　　よる変調一成層圏オゾン変動の効果一

D207毒講韓臨鍔圏過程を通じた太陽活動の

D208灘・安成哲三（名大地球水循環）冬季地上気
　　温における主要モードと太陽活動との関係
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大会第3日〔11月22日（火）〕
　　　　　　　（～“～は講演者を表す）

午前（09：15～11：30）

熱帯大気皿

　　座長＝吉岡真由美（東大海洋研／地球シミュレータ）

A301辮翠繍離論課欝！灘欝嘉
　　に伴う熱帯・亜熱帯領域における水蒸気輸送のメ
　　カニズムに関する解析

A302士　　　　（東大海洋研／地球シミュレータ）・栗原
　　旦　（FRCGC）大気大循環モデルを利用した水惑星
　　実験に見られる熱帯低気圧性擾乱

A303男オ　智江・富田浩文（FRC㏄）他3名全球非静力
　　子モデルを用いた水惑星数値実験一赤道波と結合
　　した大規模雲システムの解析一

A304灘・Bin　Wang（ハワイ大）TRMMにより得ら
　　れる北半球冬季MJOに伴う対流発達の地域特性

A305騰鰐錦萱懲論論欝留聾語
　　よびシーラスの観測

A306難商繋辮蕊シ膿ム欝鄭と安撫
　　造の観測

台風1
　　　　　　　　　　座長：足立アホロ（気象研）

A3071繹欝象研）2004年台風21号による紀伊半

A308繋懸融翻甥婁？る関東平野での

A309　立アホロ・小林隆久（気象研）台風0221号に伴
　　う強風の　インドプロファイラーによる観測

A310駄・益子渉（気象研）台風0418号のインナー
　　コアの構造と時間変化

A311藤灘・北畠尚子（気象研）目本に上陸する台風
　　の地上風速分布の統計的分類

A会場

午後（13：30～17＝00）

台風皿

　　　　　　　　座長：坪木和久（名大地球水循環）

A351騰騨窯勢璽2004年に目本に上陸した台

A352粥近腰懲鱒大地球）台風にお1ナる気

A353灘：鰐勢醤響簸鱗轟辮と

A354，騰（募蒜製苔轟講鵡謡盤
　　の構造

A355難蠕線蕗灘魏。燃勢響つ
A356よ搬（気象研）台風コア域内の降水の非対称と鉛
　　直シアーの関わり一衛星データの利用一

A357鰍（名大地球水循環）・榊原篤志（中電シーテ
　　ィアイ）中緯度における台風に伴う豪雨の形成過
　　程一2004年10月20日の台風0423号に伴う近畿
　　地方の豪雨事例について一

A358職（気象研）4次元変分法による台風初期値化
　　法の改善（序報）

A359懸綴鶴積雲対流解像モデノレ1こよる渦

A3602繕製鷺秘欝に強風をもたらした

A361撚・伊藤久徳（九大院理）台風発生過程の再
　　現実験

A362鵬・筒井純一（電中研）他4名JRA－25長期
　　再解析テータによる台風の移動と大規模場の関係

A363禦鑑贈聾弊鵬1（葦諮析に表現

A364難智蟷講騰熈翻縢薯蜜
　　ボーガスの導入～

A365離藷麟朧羅蟹協鴇鯉まわり

邸66難纏靭誓君騰羅灘驚醒
　　る台風進路モデル

A367灘・中澤哲夫（気象研）TRMMITMI輝度温度
　　テータを用いた台風の強度推定法
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大会第3日〔11月22日（火）〕
　　　　　　　獄～は講演者を表す）

午前（09：15’》11330）

気候システム皿

　　　　　　　　　　　座長：高谷康太郎（FRCGC）

B301繍（北大低温研）北海道沖の海氷はどこから
　　きたものか一Aqua’AMSR－E画像を用いた海氷移
　　流の解析一

B302襲響嬰鐸騨爆翻C顛繋奎毒
　　進行の視点から

B303羅鍛群麟難灘轟禿薦
　　られる北極震動（その2）中立モードの外力の構
　　造

B304蓉纏聾熱辛肇麟殿辮需儘
　　乱の発達

B305猟（東海大）・立花義裕（東海大／FRCGC）他2
　　名対流圏中層に現れる温度逆転層の全球海陸別
　　分布とその特徴

B306鰹疾実雛獺鼎夏季南半球亜熱帯高

B307撫・Dodi　Sudiana（千葉大CEReS）他4名
　　Analysis　on　the　impacts　of　ENSO，IOD，and　monsoon

　　over　the　Maritime　Continent　ofIndonesia

B308難レ聾禦窺畷辮謝難纏翠葺
　　変動

B会場

午後（13330～17300）

気候システム1▽

　　　　　　　　　　　　座長：谷貝勇（気象大）

B351難覇懸塑）日本における気温一降水量分布の

B352罎（繁鐸灘講羅鷲遷邸
　　て

一B353難畿鵬驕儲難1孟、賠における

B354號難麟轟義孫麓おける強雨の長期変

B355謬騨鼎麟識朧麟裂糠貌
　　た季節進行について（秋雨期に注目して）

B356、麟離署雛融罵欝鶉耀羅
　　周辺場の特徴について

B357山元龍三郎（元京大）・　ケ崎“依（日本気象協会関

　　西支社）・他2名温度　　の長変動の実態

B358縣・釜堀弘隆（気象研）他1名日本の高層ゾ
　　ンデァータを用いたJRA－25、ERA40、NCEP2の
　　検証

　　　　　　　　　　座長：谷田貝亜紀代（地球研）

B3591講，鵬欝題羅づ菱i鍛難
　　タセットによるTRMM／PR　VeL5，VeL6の検証

B360轍1甑朧欝欝瓢豪農
　　特性

B361嚥・佐々木太一（IORGC）他4名インドネシア
　　スマトラ島付近における可降水量と降水の日変化

B362撚・梶谷卓志（北大院地球環境）南アメリカ
　　大陸及びアフリカ大陸における降水量の1年サイ
　　クルの特徴

B363藻難薪縫難趨蝪灘見ら
B364撫（北大情報）・谷口伸（日本航空）他1名夏
　　季のモンゴル高原における低気圧活動

B365繋懲。｝鉾擁購灘藏認磨
　　数値解析

B366騰購皇委簾離羅漁イベツト氷河

B367、ム　　、恵（総研大）・山内恭（極地研／総研大）他1

　　名　　極域における大気輸送の季節変化とそのメ
　　カニズム

2005年10月 89



820

大会第3日〔11月22日（火）〕
　　　　　　　（＿～は講演者を表す）

午前（09：15～11：30）

物質循環皿

　　　　　　　　　　座長＝菅田誠治（環境研）

C301鰭・北和之（茨城大）他3名航空機リモート
　　センサAirbome－OPUSによる紫外後方散乱スペク
　　トルからのオゾンカラム量導出

C302講（富士通FIP）・笠井康子（NICT）他3名ア
　　ラスカ・ポーカーフラットでFTIRを用いて1999
　　年から観測された成層圏オゾン，HNO，，HCI，HF

C303輸磐寵継ban（Chalme「sUn馳中層

C304漁・池田奈生（奈良女子大理）他5名ILAS
　　データを用いたトレーサー解析一脱窒・脱水の推
　　定一

C305朧縦塑蒲灘季離灘齪垂
　　カニズムの解析

C306騰・冨川喜弘（極地研）他4名昭和基些オゾン
　　ゾンデ集中観測およびILAS－Il観測に基づくオゾ
　　ン層回復過程の3次元構造の研究

C307鼎・永井智広（気象研）他1名対流圏オゾン
　　ライダーで観測された成層圏オゾンの対流圏への
　　侵入

C308鰍・秋吉英治（環境研）他1名Time　threshold
　　diagnostics（TTD）を用いた成層圏極渦内の下降流の
　　解析

C309鰍・菅田誠治（環境研）他2名1997年北極渦
　　のPolarProcessor効果

C会場

午後（13：30～17：00）

観測手法

　　　　　　　　　　　座長：柳野健（気象研）

C3曝魏鷺聡藷編驚謝、灘募
　　布観測用DIALの開発計画

C352購・水谷耕平（NICT）他2名CO、濃度計測用
　　コヒーレント差分吸収ライダーの開発

C353鐵講繍騰贈1鋒擢騨
　　アルゴリズムの開発一

C354撚債・入江仁士（FRCGC）他2名MAX－DOAS
　　装置による対流圏NO、の観測（2）一放射伝達モデ
　　ルを用いたAMFの計算一

C355臆・真木雅之（防災科研）他3名Xバンドマ
　　ルチパラメータレーダから推定した雨量分布の検
　　証（2）

C356繍・熊谷博（NICT）雲レーダ、ライダーおよ
　　びマイクロ波放射計による水雲の微物理鉛直プロ
　　ファイルの導出

C357灘（気象研）単一ドップラー新解析法によるデ
　　ュアル未解析域への拡張

C358燃・石川裕彦（京大防災研）他1名GMS－5と
　　ERA40を用いたチベット高原上の地表面フラック
　　スの算出

C359撫築鋤箪塔馴．急喉螺
　　発（その4）

C360Jules　Rostand　Dim・高村民雄（千葉大CEReS）他3
　　名Satellite　retrievals　ffom　inhomogeneous　clouds

C361懇繍簿昂藷蕊灘詳顯癬騨
C362磁（東海大／千葉大CEReS）・高村民雄（千葉大
　　CEReS）他2名MODISリサンプリング中解像度輝
　　度データセットを用いた領域雲特性解析

C363撫籍墾翻羅勲轡轟縫
　　情報の関係

C364村山貢司・繍（気象業務支援センター）暑熱
　　環境指標WBGTの連続観測と黒球温度の推定

C365騰・酒井敏（京大院人間・環境）他1名京都気
　　温観測の観測値を用いた熱慣性の算出

C366鰭職鶉講講難緯湿度計を使用
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大会第3日〔11月22日（火）〕
　　　　　　　鉱～は講演者を表す）

午前（09：15～11330）

大気力学1

　　　　　　　　　　　座長：中島健介（九大理）

？301羅麟瑳繍騨蛎藁麟再響奎
　　内実験一新装置による検証一

D302欝籔捜籍驕雛麟芸大地学）遠

D303撫（気象大）湿潤対称不安定の統一的定式化

D3041鰹、騰程饗藷地撃熟璽麟杢

D305難墨蕪欝鵬潔耀繍耀
　　の応用

D306難雛（f囎麟灘臨畿蹄艦お
　　に及ぼす影響について

D307婆轍（FRCGC）・永島達也（環境研）高解像度
　　A㏄Mを用いて重力波抵抗パラメタリゼーション
　　を改良する試み（II）

D308難藏燃灘舞雲全と蝿喬箋
　　展の再現実験

D309難・林祥介（北大院理）他2名火星大気大循
　　環モデルで表現されるダスト巻き上げと輸送

D310羅跡薪壷ツトジユピター”の大気に

D311（鎌禦瓢講2欄の辮綾の再考

D会場

午後（13330’》17300）

大気力学皿

　　　　　　　　　座長：伊賀啓太（東大海洋研）

D351繋諭轡曙繍麟璽駿惣簾、
　　舞い～理論解と実験値の比較～

D35鶴髄誘醐織扁懲號鱗触讐
　　常理論解の修正～

D353臨（所属なし）ろうそく3本だけで2温度
　　回転円盤による世界最小の竜巻を発生させる実験

D354鰍・丸山清志（防衛大地球）3つの階段状渦
　　度域で構成される軸対称渦の特異値解析

D355欝累塁離鶴蕊環）カルマン

D356謬覇織藩翻る総麟驕謝製
　　式の解析

D357鞭・岩山隆寛（神戸大院自然）Chemey－
　　Hasegawa－Mima方程式のasymptotic　mode1のハミ
　　ルトン形式

D358鵜麟離研）地衡流ジェットから生じる

D359醜（京大理）・酒井敏（京大人環）回転球面上
　　の円領域における周極流の形成に関する室内実験

相互作用

　　　　　　　　　　　座長：山崎剛（10RGC）

D360騨騨藤護懇轟懸蝉畜縣
　　動源

D361灘痒露箏聾㌍5非認欝気i欝
　　動とオホーツク海の海氷

D362欝蝉轍霧鶴躍鯉馨朧
　　変動解析一黒潮大蛇行の影響について一

D363欝鯉糀轡灘麟鵬騙漿蓋
　　変動のLFD変化について

D364灘・村上智一（岐阜大工）他3名台風0416号
　　に伴う瀬戸内海における広域高潮に関する数値実
　　験
D365熈（IOR㏄）・加藤京子（JST）他2名陸面モデ
　　ルによる北方林の水・エネルギー循環に関する考
　　察
D366騰・伊藤昭彦（FRCGC）他1名動的全球植生モ
　　テルSEIB－DGVMの開発

D367纈翻離獅1鰻轟聯薫至
D368難蜷魏気灘鵜難欝名干1ま

2005年10月 91



822

大会第3日〔11月22日（火）〕11：30～12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　（　は講演者を表す）
　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ポスターセッション

P301繕鯵璽麟と炭素循環の相互作用一気象

P302懲纏慰軟瀬餐墾曝）摯浦
　　システムの開発一海洋鉛直粘性拡散係数の違いが
　　予測に与える影響一

P303蘇牒濫藻鯉鞭懲鱒擬毒寺
　　の渇水・洪水の変化

P304羅虜勢謙猫鱗弊姦婆
P305百。、　浩（防災科研）大気大循環モデルによる
　　2×CO、実．において再現された熱帯低気圧活動度
　　の積雲対流調節方式の違いによる影響について

P306騰（奉醗皇儲！，。糎耀艦
　　として一

P307難響繕鑛！際羅幾2名チベット高原に

P308麟聖盤器葬隅鰹雛灘愛
　　動

P309甥勢緻チ麟瀦欝鶏菱福
　　報）

P310講鰭黙購瞬磯矯欝
P311鞭（躰製馨鍵犀蟹ス極鍔アジアに

P312蠣§縄永中嬰鰹環鎌寺畦両雰筋
　　評価
P313左々木大右・山本宗尚（名大院環境）他2名TRMM
　　テー　　　いた南米ラプラタ川流域の降水特性

P314麟輔籍萬霧難糊丞動≦イ。編養
　　動の卓越性

P3’5鞠欝傭泓離慰薄Rossby波と熱

P316憂舞廟糞購肇響！羅麹思1嬰eπa

P317騰（気象庁数値予報）・John．C．Derber（NOAA／
　　NCEPIEMC）NCEP全球データ同化システムにお
　　けるSSM／1輝度温度の直接同化

P318轍蝉鴇調縮東鵜彫娑
　　ンスーンにおける海洋の役割

P3’9謙角豫撃麟繹脚擁瓢袈蕃
　　変化

P320購繭麓蓼福岡大理）鉛直閉ノレープの熱

P321齪（気象大）一般的な水平流の1貫性・対称不
　　女疋

P322鯉麟趨鰻騰総辞零露ンジユ平均

P323購麟滞藷袋皇顛騨騙轟墜
　　の2）～地球大気との比較～

P324杉　耕一朗・小高正嗣（北大理）他2名木星大気対
　　流’7こ’1る静的安定度の水存在量に対する依存
　　性

P325諺騰多辱弩（羅薇㌶．駅堺潮汐波

P326麟蟹鼎謂難禰縮醤蛋鵬專蒼
　　変動（2〉

P327離鰐幾箭諭暴騒輝蕪具磐
P328嚇譜鼎灘穿研）他3名EAREX2005

P329禦鴇磯欝気象研）Cα純ガス実験におけ

P330蟻矯Σ能膿灘纐欝愚毘鞭
P331礁頁1」離編幣綴鮎養FDTD法を用
P332萩里谷’徳（気象研）　日本におけるポテンシャル蒸
　　　里の　．変動

P333漬朧（神戸大自然）・山中大学（神戸大自然
　　／10RGC）晴天日における大気境界層内の風の半日
　　周期変動について

P334難鼎惣騨建轟鰭旬難赫
　　ラによる暖気移流の実態と，蟹気楼の持続モデル

　　～

P335購購籠魏警悌繋1繍2雛誕
　　ける潜熱の空間的パターン把握一

P336織る購蔽幣鷲騨編編リコプ

P337暢騰融騨露皆購臨1轟鵬
　　直風の特徴

P338瀞’齢芳雄（北大院理）南極日召和基地の局

P339難鞍シ稗辱儲臨語麟ま2葺窺
　　実験に向けて一
P340小川弘子・菅原広史（防衛大）他6名建物キャノピ
　　撒流場と風速プロファイル

P341購擁誠線欝饒鰭蟹砦搾汐1
　　ルーンを用いた鉛直観測の結果から一

P342欝冒蕪舞縄会）都市域にお1ナる気温日

P343鱗馴大欝繍灘鮪想蒼鵡高裳
　　ら推定した郊外の温位勾配とヒートアイランド強
　　度

P344繍私繊魯蕊膠聾6．貌編磯
　　する初期研究結果

P34驚灘（犠轟並名舞膣禦旛響力
P346撃繍ゐ砦購欝錨轟誕鉱物ダストの放

P347騨！櫻袖纏曜繍灘窺贔瀦
　　輸送構造

92 “天気”52．10．



P348輪鐸囎査鞭缶欝覆灘離
　　分および霧水・降水中の化学成分濃度の測定

P349鵜翻騒勢纐大灘ll繍暢
　　CIONO、の再現実験

P350鱗（燭貌麟蘇纏璽麗旛
　　と雪氷コアデータの比較

P351犠三鯉貌雛房露総汀owで採集さ

P352A．Griesfbller・」．Gries免11er（環境研）他3名
　　Companson　of　lLAS－II　data　with　ground－based
　　FTIR－measurements　of　O3，HNO3，N20，and　CH40ver

　　Kirum，Sweden

P353購ル縮舞儀甥賜蜂覇蹴1ナるエ

P354鷲臨と難甑繍2急鰻涌灘
　　関する考察

P355鱗麟髪鷲灘1，1麓擁あ類
　　学的考察

P356羅麟藝瀞二贈欄野鞭兜量
　　出アルゴリズムの開発（Ill）

P357騰乳駕難鯵薬捌鵜名衛星観
P358灘濃蟹罐燦智漕鍬熱気球1こよ

P359購（囎戯麟懸協極地研）他2名GLI

P360難禦CT）MSPCウインドプロファイラの初

P361Nanda　B．Adhikari・井口俊夫（NICT）E働ct　of
　　Raindrop　Slze　Distribution　Variability　in
　　Dual－Frequency　Radar　Rain　Retrievals

P362鱗縫警繍爵燦触畢凶騨
　　探知距離の拡大

P363鯵編事暫辮蕪謁嬬霧矯
　　検証（その2）

P3餌欝鯵髄謙齪聾合）弊考．辮
　　リーバル（3）一観測データヘの適用一

P365難云薦鐙奨鵬甫名陸上降雨判定ア

P366騒礫護甥欝瀦探検の殿堂）新しい

P367翻蕪辮鼎勤齢叢畿子の
P368蠣墨三難糠蕊撃κ罐甥轟妄
　　ト報告

P369轍聡糊鱒轡鷺劣欝歎あ轟又

P370騨レ學礪離離豊灘鑛あ
　　バンド状構造
P371藤澱（富山大院理工）・中井専人（防災科研）他1名
　　　レーダー解析に基づく寒気進入時における降雪
　　分布の変化

P372灘躍繍誰鞭繍屡募講讐
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P373騨騒霰霧（馨撫朧糖讃ナ鑛
　　庁BLRを用いた研究
P374P．Kishore・S．P．Namboothiri（NICT）他2名GPS
　　r灘ation　with　CHAMP　and　SAC．C：Global
　　and　seasonal　variations　of　gravity　wave　activity

P375翻山署鑑影辮幾醤獣漠チベット

P376撫鉾鄭驚蟻碧課講曾認
　　水レボリューション

P377旛喧暑難翻蕊諄霧繍あ繕ζセ

P378鰐繍講灘騒濃疑長江下流域にお

P379轍講彙簾繍働蔀鞭鷲籠梅雨

P380縣羅鮭難縷鰯講鎗寿鵜輔
　　寿命の統計解析のための対流セル自動検出・追跡
　　アルゴリズムの開発

P381鰍調灘鷺灘ヒ嶽穰辮時間強
P382繋謂噺貧響1．鍵堰馨を1老驚覆
　　スーパーセルストームの解析

P383難獅難繍舞為鑛蛋箋奎驚
　　の環境場の解析

P384鱒者難麿憾翻離1蝉杢）冬季雷

P385懸男購旛聾蕊麟鵜魏シ嬰2
　　一ション

P386羅1鯵摯曜膓解事翻灘箱蕩高

P387難鴨麟麹翻幾鯉好騰嬰妻
　　テムによる地上降水データ同化実験

P388騨誇（弊響℃醗舗纒懸醒型購
　　ミティブモデル

P389難癖黙欝計室）熱帯低気圧発生鯨分布

P390響欝議濾離鱒結蓉難学モデ’レによる

P391鱗甫鰹蟹罐繍産お鮎丁剛M衛星

P392騰み1．蠕繍績磯灘騨1、押の温

P393・輩蓬良（事弊購善灘鷲屡轟麟協
　　年々変動と相互の関連性

P394難鼎曙）麟算轟齪羅議李
　　る変動の十年規模変調と季節依存性

P395購嚇i羅羅副鼎駿雛緊彗勢
　　海高気圧

P396鵜欝馳凋鷺撚鰐戴纏穰
　　による大気観測
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＜A＞
Abo　Makoto（阿保真）　　A305
Adachi　Ahoro（足立アホロ）A309

Adhikari　Nanda　B．　　　　　P162

Adhikari　Nanda　B．　　　　　P361

鵬oshiHideham（秋吉英治も3。9

Aoki　Kazuma（青木一真）　Cl64
Aoki　Teruo（青木輝夫）　　C363

A・nashiKa…sa（青梨和正さ359

AomshiK蹴masa（青梨和正も163

Arai　Miki（荒井美紀）　　　B101
Aranami　Kohei（荒波恒平）　D159
Arao　Kimio（荒生公雄）　　C162
Arii　Sugm1（有井卓）　　　D351

Asada　Hiroy血ki（浅田浩之）P191
Asuma　Yoshio（遊馬芳雄）　A360

＜B＞
Bannu　　　　　　　　　　　　　　B307

Bessho　Kotaro（別所康太郎）P170

＜C＞
Chiba　Masam（千葉長）　　P140
．chuda　Takashi（中田隆）　　A204

＜D＞
Deguchi　Seiji（出口清児）　P143

Deushi　Makoto（出牛真）　P145
Dim　Julesrostand　C360

＜E＞
EguchiNawo（江口菜穂）　P153
Eguchi　Nawo（江口菜穂）　P316
Eito　Hisaki（永戸久喜）　　A159
Emori　Seita（江守正多）　　B104
Endo　Hirokazu（遠藤洋和）　B203
Enomoto　Takeshi（榎本剛）　B208

＜F＞
FudeyasuHi「onoh（筆保弘徳汰353

F頭be　Fumiaki（藤部文昭）　A3H
Fゆbe　Fumiaki（藤部文昭）　B353
F頭eda　Tsuyoshi（藤枝鋼）　P130
F両ii　Takeshi（藤井健）　　A351
F司isawa　Gyo（藤沢仰）　　P371
F両ita　Shin－ichi（藤田慎一）P148

FゆwaraHitoshi（藤原均）　D201
Fukabon　Masashi（深堀正志）P329

FukudaMasato（福田真人）P144
Furuta　Hidehumi（古田英文）D166

＜G＞
Gamo　Minoru（蒲生稔）
Geng　Biao（耳火馬票）

Gohara　Ken（郷原健）
Goto　Daisuke（五藤大輔）

Griesfbller　Alexandra

Griesfbller　Jan

Gur“i　Hiroshi（郡司博史）

＜H＞

ClO5
AIO6
A208
P345
P352
P152
D359

HaginoyaShigenoh（萩野谷成欝2
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　　　　講演者索引
HanafUsa　Tatsuo（花房龍男）C366
Hara　Nobuki（原伸樹）　　　P127

Harada　Yayoi（原田やよい）B202
Hasegawa　Akira（長谷川聡）B109
HashimotoAkihiro（橋本明弘）

　　　　　　　　　A155
HashimotoAkihi「o（橋本明弓ムλ156

Hashimoto　Kenichirou（橋本賢一郎）

　　　　　　　　　P393
Hatakeyama　Shiro（畠山史郎）

　　　　　　　　　C209
Hatsushika　Hiroaki（初鹿宏壮）

　　　　　　　　　A362
Hayashi　Kentaro（林健太郎）D108
Hayashi　Taiichi（林泰一）　DlO2
Higashi　Hironori（東博紀）　Pll2
Higashi　Kuniaki（東邦昭）　Pl81

Higuchi　Arisa（樋口阿里沙）D355
Hinokio　Moriaki（檜尾守昭）D303
Hinokio　Moriaki（檜尾守昭）P321

Hi「abayashiYukiko（平林由奪論

Hiraki　Yasutaka（平木康隆）P155
Hirasawa　Naohiko（平沢尚彦）

　　　　　　　　　P396
Hirosawa　Manabu（広沢学）P194
Hisada　Yukiko（久田由紀子）P141
Honda　Meiji（本田明治）　　P394
Honda　Yuki（本田有機）　　D161
Honda　Yuki（本田有機）　　P387
Hori　Masatake（堀正岳）　　P105
Hori　Satoshi（堀聡嗣）　　　P307
HorikawaHidetaka（堀ノll英隆）

　　　　　　　　　P395
Horinouchi　Takeshi（堀之内武）

　　　　　　　　　A209
H・shin・Shunsuke（星野俊介汰367

Hozumi　Yu（穂積祐）　　　B167
H両ita　Hiroshi（藤田浩史）　A354
Huruno　Akiko（古野朗子）　P150

＜1＞
IchikawaHiroki（市川裕樹）P109
1chino　Mika（市野美夏）　　P327
1chiyanagi　Kinpei（一柳錦平）P308

1ga　Keita（伊賀啓太）　　　D358
1ga「ashiYasuhit・（五＋嵐康偲2。3

1guchi　Takamichi（井口享道）P368
1izumiT・shichika（飯泉仁之噌。6

1kazaki　Hideo（伊ヶ崎英雄）B357
1keda　Kenichi（池田健一）　C104
1keda　Nao（池田奈生）　　　P349

1nada　Tomoko（稲田智子）　P306
1noue　Jun（猪上淳）　　　　P136

1noue　Tomoshige（井上知栄）P111
1noue　Toshiro（井上豊志郎）P158

1rie　Hitoshi（入江仁士）　　C353

1shii　Shoken（石井昌憲）　　C352
1shimaru　Kazuki（石丸和樹）P107
1shimoto　Hiroshi（石元裕史）P331

1shizaka　Masaaki（石坂雅昭）P367
1tagaki　Shinsuke（板垣真資）P192
1tano　Toshihisa（板野稔久）　D354

1toh　Aya（伊藤文）　　　　C365

Itoh　Hisanori（伊藤久徳）　A107
1wabuchiHi－bu（岩渕弓ム信さ354

1wai　Kunimoto（岩井邦中）　C202
1wamoto　Katsuyuki（岩本勉之）

　　　　　　　　　A112
1wanami　Koyum（岩波越）　P364
1wasa　Yoshiham（岩朝美晴）A301
1wasaki　Hiroyuki（岩崎博之）Pl73

1wasaki　Hiroyuki（岩崎博之）P315
1wasaki　Suginori（岩崎杉紀）Pl59
1wasaki　Suginoh（岩崎杉紀）P354
1washima　Tatsuya（岩嶋樹也）

　　　　　　　　　C102

＜K＞
Kado㎞ra　Shinji（門倉真二）P185

Kadosaki　Ga㎞（門崎学）　P359
Kadowaki　Masanao（門脇正尚）

　　　　　　　　　D308
KagawaAkiko（香川晶子）　c302
Kamada　Yoshinori（鎌田義紀）

　　　　　　　　　B305
Kamahori　Hirotaka（釜堀弘隆）

　　　　　　　　　A363
Kamei　Akihide（亀井秋秀）　Cl59

Kamiguchi　Kenji（上口賢治）B103
Kanada　Sachie（金田幸恵）　A103
Kanehisa　Hirotada（金久博忠）

　　　　　　　　　P121
KaneyasuNaoki（兼保直樹）C204
Kasai　Yasuko（笠井康子）　c303
Kato　Hiromi（加藤広海）　　C205
KatoKuranoshin（加藤内藏進）

　　　　　　　　　B356
Kato　Teruyuki（加藤輝之）　A104
Kato　Teruyuki（加藤輝之）　P186
KawabataHitoshi（川端一史）D105
Kawabata　Ta㎞ya（川畑拓矢）A102
Kawamiya　Michio（河宮未知生）

　　　　　　　　　B165
Kawamoto　Kazuaki（河本和明）

　　　　　　　　　A161
Kawase　Hiroaki（川瀬宏明）P174
Kawatani　Yoshio（河谷芳雄）D306
Kayahara　Takahiro（栢原孝浩）

　　　　　　　　　P305
Kida　Satoshi（木田智史）　　P164
Kido　Atsushige（城戸敦誉）P125
Ki㎞chi　Kazuyoshi（菊地一佳）

　　　　　　　　　A304
Ki㎞chi　Nobuhiro（菊地信弘）

　　　　　　　　　C356
Ki㎞chi　Nobuyuki（菊地信行）

　　　　　　　　　Pl60
Kimura　F両io（木村富士男）B166

Kimura　F頭o（木村富士男）D114
Kimura　Keiji（木村圭司）　B364
Kimura　Noriaki（木村詞明）B301
Kinoshita　Masahiro（木下正博）

　　　　　　　　　P334
Kishore　Pangalum　　　　　　P374
Kita　Kazuyuki（北和之）　　C166
Kitamura　Misako（北村美沙子）

　　　　　　　　　D204
Kiyohara　Yasutomo（清原康友）

　　　　　　　　　P333
KobayashiChiaki（小林ちあき）

　　　　　　　　　B201
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Kobayashi　Hiroshi（小林拓）C207
Kobayashi　Takahisa（／1・林隆久）

　　　　　　　　　P166
Kodera　Kunihiko（小寺邦彦）D207

Kohno　Keisuke（河野圭丞）P379
Komatsu　Asami（小松麻美）P338
Kondo　Hiroaki（近藤裕昭）　C106
Kozu　Toshiaki（古津年章）　A160
KubotaHisayuki（久保田尚之）

　　　　　　　　　A202
KubotaTa㎞ji（久保田拓志）P165
Kumabe　Tomoharu（隈部智晴）

　　　　　　　　　P190
Kunii　Masaru（國井勝）　　A358
Kuhta　Naoyuki（栗田直幸）　C103
Kuroda　Tooru（黒田徹）　　P386
Kuroda　Yuhji（黒田友二）　D205
Kusaka　Hiroyuki（日下博幸）D164
Kusunoki　Kenichi（楠研一）A110
Kusunoki　Kenichi（楠研一）A310
Kusunoki　Shoji（楠昌司）　B207
Kuwagata　Tsuneo（桑形恒男）B351

Kuwako　Ken（桑子研）　　P103
Kuwata　Mikinori（桑田幹哲）C155

Kuzi　Makoto（久慈誠）　　C160

＜M＞
Mabuchi　Kazuo（馬淵和雄）B164
Maesaka　Takeshi（前坂剛）　P163

Mano　Yuzo（真野裕三）　　P129
MamyamaKeかichi（圓山憲一～355

Masamura　Shiro（正村史朗）B209
Mase　Hirofhmi（間瀬博文）D353
Mashiko　Wataru（益子渉）　A308
Matsuda　Kazuhide（松田和秀）

　　　　　　　　　D106
Matsueda　Mio（松枝未遠）　Dl54
Matsui　Hitoshi（松井仁志）　P344
Matsuki　Atsushi（松木篤）　P146
Matsushima　Kazuhiro（松島和宏）

　　　　　　　　　D301
Matsushita　Hiroki（松下拓樹）P172

Minematsu　Hiroaki（峯松宏明）

　　　　　　　　　Pl93
MisumiRyohei（三隅良平）P168
Mitoma　Keita（三苫啓太）　A361
Mitsuda　Chihiro（光田千紘）P124
Miura　Hiroaki（三浦裕亮）　B162
Miura　Kazuhiko（三浦和彦）C206
Miyagawa　Manabu（宮川学）P171
Miyakawa　Takuma（宮川拓真）

　　　　　　　　　C153
MiyakawaTomoki（宮川知己）

　　　　　　　　　P377
MiyasakaTaka釦mi（宮坂貴文）

　　　　　　　　　B306
MiyazakiChihiro（宮崎千尋）D208
Miyazaki　Kazuyuki（宮崎和幸）

　　　　　　　　　P126
Miyazaki　Yasuhiko（宮崎保彦）

　　　　　　　　　P389
Miyoshi　Takemasa（三好建正）

　　　　　　　　　D155
Miyoshi　Takemasa（三好建正）

　　　　　　　　　D156
Mochizuki　Takashi（望月崇）B161
Mochizuki　Yasushi（望月泰）P319
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Mohyama　Shigeru（森山茂）D367
Moteki　Nobuhiro（茂木信宏）C154
Motoi　Tatsuo（本井達夫）　B153
Murakami　Kazutaka（村上和隆）

　　　　　　　　　P102
Murakami　Masataka（村上正隆）

　　　　　　　　　A151
Murakami　Shigenori（村上茂教）

　　　　　　　　　B157
Murata　Akihiko（村田昭彦）A307
Murayama　Shohei（村山昌平）

　　　　　　　　　C108
Murayama　Toshiyuki（村山利幸）

　　　　　　　　　C152
Murayama　Yasuhiro（村山泰啓）

　　　　　　　　　D113

＜N＞
Nagai　Tomohiro（永井智広）C351
NaganoYoshinori（永野良紀）

　　　　　　　　　B205
Nagasawa　Chikao（長澤親生）A306
Nagashima　Tatsuya（永島達也）

　　　　　　　　　B159
Nagura　Motoki（名倉元樹）　P113

Naja　Manish　　　　　　　C112
NakaegawaT・s加ki（仲江lll瞥l

Nakai　Sento（中井専人）　　A111

N獅maKensuke（中島健鉱214

Nak昨ma　Kensuke（中島健介）

　　　　　　　　　D310
Nakajima　Takashi（中島孝）C362
Nakamura　lkuyo（中村育代）P149

Nakamura　Kozo（中村晃三）A162
Nakata　Toshimi（仲田季寧）C301

NakayamaYuuki（中山祐貴）B355
Nakazato　Masahisa（中里真久）

　　　　　　　　　C307
Nakazato　Masahisa（中里真久）

　　　　　　　　　P383
Nakazawa　Takakiyo（中澤高清）

　　　　　　　　　C201
Nakazawa　Tetsuo（中澤哲夫）A355
Naoe　Hiroaki（直江寛明）　P151
Nasuno　Tomoe（那須野智江）A303

Ninomiya　Kozo（二宮洗三）B363
Nishi　Nohyuki（西憲敬）　　A211
Nishikawa　Masanori（西川将典）

　　　　　　　　　P337
Nishimoh　Motoki（西森基貴）C115
Nishimura　Takeshi（西村建志）

　　　　　　　　　A109
Nishita　Chiham（西田千春）C208
Nishizawa　Keiichi（西澤慶一）

　　　　　　　　　PlO4
Nishizawa　Seiya（西澤誠也）B154
Nishizawa　Tomoaki（西沢智明）

　　　　　　　　　　P356
Niwano　Masanoh（庭野将徳）A212
Noda　Akira（野田暁）　　　P167

NoharaDaisuke（野原大輔）B106
Nozawa　Toru（野沢徹）　　B107

＜0＞
Oasa　Yumiko（大朝由美子）P118
0bataAtsushi（小畑淳）　　P301
0dakaMasatsugu（小高正嗣）P123
0gasawara　Ta㎞ya（小笠原拓也）

　　　　　　　　　B204
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Ogawa　Hiroko（小川弘子）　P340
0gi　Masayo（小木雅世）　　B151
0hashi　Yoshitaka（大橋喜隆）P175
0hba　Masamichi（大庭雅道）P115

0hfUchiWataru（大淵済）　B155
0hgaitoRumi（大垣内るみ）P318
0h’izumi　Mitsuo（大泉三津夫）

　　　　　　　　　D160
Ohki　Nozomu（大木望）　　C151
0hno　Yuichi（大野裕一）　A168
0hsawa　Teruo（大澤輝夫）　A364

0hzeki　Makoto（大関誠）　P188
0kabe　Masayo（岡部雅世）　D360
0kamoto　Hajime（岡本創）　A164

0kamoto　Ken（岡本健）　　P335
0kamoto　Kozo（岡本幸三）　P317
0kamoto　Satoru（岡本悟）　P385

0ku　Yuichim（奥勇一郎）　c358
Okuda　Tomohiro（奥田智洋）A166
0nishi　Masanori（大西将徳）P131

0rikasa　Narihiro（折笠成宏）A152

Osada　Kazuo（長田和雄）　C156
0sada　Kazuo（長田和雄）　Cl68
0ta　Emi（太田絵美）　　　P157
0ta　YoshifUmi（太田芳文）　C361

0take　Shinichi（大竹慎一）　P117

0tobeNaohito（乙部直人）　P320
0tsukaKiiyotoshi（大塚清敏）

　　　　　　　　　D103
0tsuka　Shigenori（大塚成徳）A213

＜P＞
Park　Hutaek（朴昊澤）　　　P312
Peng　Xindong（彰新東）　　D152
Prasad　V．S．　　　　　　　　　P114

＜S＞
SadamatsuHir・ka別（貞松宏禾5139

Saeki　Kohsuke（佐伯浩介）

Saeki　Tazu（佐伯田鶴）

Saito　Atsushi（斎藤篤思）

Saito　Kazuo（斉藤和雄）

SakaiDaisaku（坂井大作）

C305
C109
A153
D158
B152

Sakai　Kotaro（酒井孝太郎）BIH
Sakai　Tetsu（酒井哲）　　　A167
Sakakibara　Yasushi（榊原保志）

　　　　　　　　　P343
Sa㎞ai　Toshimitsu（櫻井俊光）

　　　　　　　　　Pllg
Sano　Tetsuya（佐野哲也）　P372
Samta　Kenichi（猿田健一）　P336
Sasaki　Daisuke（佐々木大祐）P313

Sasaki　Hiroshi（佐々木宏）　P363
Sasaki　Taichi（佐々木太一）P138
Sasaoka　Masahiro（笹岡雅宏）

　　　　　　　　　P373
Sassa　Koji（佐々浩司）　　All5
Satake　Shinsuke（佐竹晋輔）P347
Sato　Hisashi（佐藤永）　　D366
Sato　Hitomi（佐藤ひとみ）　P392

Sato　Kaori（佐藤可織）　　　A163
Sato　Kaoru（佐藤薫）　　　C306
Sato　Naoki（佐藤尚毅）　　A205
Sato　Naoki（佐藤尚毅）　　A206
Sato　Nobom（佐藤昇）　　　P142
Satoh　Shinsuke（佐藤晋介）A114

Sawada　Ken（澤田謙）　　　D356
Sawai　Tetsuli（澤井哲滋）　P339
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Seki　Takanori（関隆則）　　P195
Seki　Takanori（関隆則）　　P342

Sekiguchi　Miho（関口美保）B156
Sekizawa　Shinya（関澤信也）P360

Seko　Hiromu（瀬古弘）　　P182
Seko　Himmu（瀬古弘）　　P381
Sensu　Minami（扇子みなみ）A158
Seto　Shinta（瀬戸心太）　　p365

ShaWeiming（余偉明）　　D115
Shiba　Sadataka（芝定孝）　　C157
Shibata　Kiyotaka（柴田清孝）D203

ShibataTakashi（柴田隆）　C158
ShimizuAtsushi（清水厚）　P353
Shimセu　Shingo（清水慎吾）P380

Shimura　Takatsugu　　　　　P384
Shinoda　Masato（篠田雅人）D368
Shinoda　Taro（篠田太郎）　P137
Shiogama　Hideo（塩竈秀夫）B108
Shiogama　Hideo（塩竈秀夫）B110

Shirai　Tomoko（白井知子）　ClOl
Shirooka　Ryuichi（城岡竜一）A201
Shoji　Yoshinori（小司禎教）P161

ShusseYukari（出世ゆかり）P169
Sueyoshi　Masakazu（末吉雅和）

　　　　　　　　　　　　D357
Sugata　Se緬i（菅田誠治）　　C308
Sugawara　HirofUmi（菅原広史）

　　　　　　　　　　　　D109
Sugawara　Satoshi（菅原敏）　C110
Sugi　Masato（杉正人）　　　D153
Sugimoto　Nohhiko（杉本憲彦）

　　　　　　　　　　　　P122
Sugimoto　Shioh（杉本志織）B365

Sugimura　Yuko（杉村裕子）A366
SugiuraKonosuke（杉浦幸之助）

　　　　　　　　　　　　DlO4
Sugiyama　Koichiro（杉山耕一朗）

　　　　　　　　　　　　P324
Suizu　Rei（水津玲）　　　　P325
Suzuki　Chieko（鈴木智恵子）P134

Suzuki　Junko（鈴木順子）　P110
Suzuki　Kazue（鈴木香寿恵）B367
Su加ki　Kentaroh（鈴木健太郎）

　　　　　　　　　　　　Al57
Suzuki　Kesuke（鈴木啓助）　C210
Su加ki　Ki㎞o（鈴木菊男）　A113
Suzuki　Osamu（鈴木修）　　p382

Suzuki　Tsuneaki（鈴木恒明）B102

＜T＞
丁句iri　Ta㎞ya（田尻拓也）　A154
Takada　Naoki（高田直樹）　P358
Takagi　Masahiro（高木征弘）D302

TakahashiHiroshi（高橋宙）P346
Takahashi　Hiroshi（高橋洋）P310
TakahashiKenshi（高橋けんし）

　　　　　　　　　　　　P154
Takahashi　Kiyotoshi（高橋清利）

　　　　　　　　　　　　B360
Takahashi　Masanori（高橋政憲）

　　　　　　　　　　　　B304
Takahashi　Nobuhiro（高橋暢宏）

　　　　　　　　　　　　P369
TakahashiYoshiyuki（高橋芳幸）

　　　　　　　　　　　　D309
Takamura　Chikako（高村近子）

　　　　　　　　　　　　C107
Takanoura　Ryoko（高野浦亮子）

　　　　　　　　　　　　D202
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TakayaKota「ou（高谷康太郎㌔3。2

TakayaYoshimasa（高谷美正｝184

Takayabu　Izum（高藪出）　　B366
Takeda　Shigeo（武田重夫）　P120
Takei　Chie（武井千恵）　　A365
Takemi　Tetsuya（竹見哲也）C163
Takemi　Tetsuya（竹見哲也）D112
Takemura　Toshihiko（竹村俊彦）

　　　　　　　　　　　　B158
Takeuchi　Nobuo（竹内延夫）C167
TamiyaKyuichiro（田宮久一郎）
　　　　　　　　　　　　D162
顕naka　Akira（田中章）　　p18g
Tanaka　Hiroharu（田中博春）P341
Tanaka　Hiroshi（田中博）　B303
Tanaka　Hiroshi（田中博）　　D157

TanakaKyoko（田中今目子）B160
TanakaSou（田中創）　　　P128
Tanaka　Taichu（田中泰宙）　C114
Tanaka　Tomoaki（田中智章）P330

Taniguchi　Hiroshi（谷口博）D304
TanimotoYouichi（谷本陽一）

　　　　　　　　　　　　B362
Terada　Toyonori（寺田登与徳）

　　　　　　　　　　　　P180
Terao　Toru（寺尾徹）　　　P177
Terao　Toru（寺尾徹）　　　P309
TianShao－fbn（田少奮）　　P108

Toda　Yoko（戸田庸子）　　C304
Tokinaga　Hiroki（時長宏樹）P196
Tokura　Takayuki（十倉崇行）P375

TomikawaYoshihiro（冨川喜弘）
　　　　　　　　　　　　P322
Tonouchi　Michihiko（登内道彦）

　　　　　　　　　　　　C364
Tsuboki　Kazuhisa（坪木和久）A357
Tsubota　Yukimasa（坪田幸政）

　　　　　　　　　　　　D110
TsubotaYukimasa（坪田幸政）

　　　　　　　　　　　　D165
Tsuruta　Hamo（鶴田治雄）　C165

TsushimaYoko（封馬洋子）
Tsutsui　Junichi（筒井純一）

＜u＞
Uchida　Satoshi（内田敬）

B163
B308

P156
UchiyamaAkihiro（内山明博）
　　　　　　　　　　　　P328
Uchiyawa　Tomomi（牛山朋来）

　　　　　　　　　　　　A203
Udagawa　Yusuke（宇田川佑介）

　　　　　　　　　　　　P116
Ueda　Hiroaki（植田宏昭）　B206
Ueda　Hiroaki（植田宏昭）　　P304

UematsuAkihisa（植松明久）A165
UematsuAkihisa（植松明久）P370
Ueno　Kenichi（上野健一）　P376

Ueno　Mitsum（上野充）　　A356
Umezawa　Eikichi（梅澤栄吉）P355
Urita　Naomi（瓜田直美）　　P357

＜W＞
wada　Akiyoshi（和田章義）　P390
Wakazuki　Yasutaka（若月泰孝）

　　　　　　　　　　　　Pl87
Watanabe　Akira（渡辺明）　A108
Watanabe　Koichi（渡辺幸一）P348

Watanabe　Masahiro（渡部雅浩）

　　　　　　　　　　　　D305
Watanabe　Shingo（渡辺真吾）D307
Watanabe　Takahiro（渡辺高宏）

　　　　　　　　　　　　D352
Wu　Peiming（伍培明）　　　B361

＜X＞
Xu　Jianqing（徐健青） P133

＜Y＞
Yagai　Isamu（谷貝勇）　　　B352
YamadaHiroyuki（山田広幸）P378
Yamada　Maromu（山田丸）　P147
Yamamori　Miho（山森美穂）P326
YamanakaManabu（山中大学も311

Yamanouchi　Akiko（山内明子）

　　　　　　　　　　　　D362
Yamanouchi　Akiko（山内明子）

　　　　　　　　　　　　D363
Yamasaki　Masanori（山岬正紀）

　　　　　　　　　　　　A359
Yamashita　Akira（山下晃）　P366
Yamashita　Kazuya（山下和也）

　　　　　　　　　　　　D107
Yamashita　Yousuke（山下陽介）

　　　　　　　　　　　　P323
Yamauchi　Hiroshi（山内洋）P183
Yamauchi　Hiroshi（山内洋）P362
Yamazaki　Koji（山崎孝治）　D206
Yamazaki　Nobuo（山崎信雄）B354
Yamazaki　Nobuo（山崎信雄）B358
Yarpazaki　Rintaro（山崎仁太郎）

　　　　　　　　　　　　Dlll
YamazakiTakeshi（山崎剛）D365
Yamgino　Takeshi（柳野健）C357
Yasuda　Nobuhisa（安田延壽）Pl35

YasudaTamaki（安田珠幾）P302
Yasumga　Kazuaki（安永数明）

　　　　　　　　　　　　A207
Yasunari　Teppei（安成哲平）P350
Yatagai　Akiyo（谷田貝亜紀代）

　　　　　　　　　　　　B359
Yi　San－ghun（李相勲）　　　P311
Yohgai　Toshiroh（用貝敏郎）A101
YokohataTokuta（横畠徳太）PlOl
Yokoi　Satoru（横井覚）　　P314
Yokouchi　Yoko（横内陽子）C111
YokoyamaChie（横山千恵）P391
Yoneyama　Kunio（米山邦夫）A210
Yoshida　Akira（吉田聡）　　D361
Yoshida　Yukio（吉田幸生）　P132
YoshikawaToshi釦mi（吉ノll敏文）

　　　　　　　　　　　　A352
Yoshimura　Hiromasa（吉村裕正）

　　　　　　　　　　　　D151
Yoshino　Jun（吉野純）　　　D364
Yoshioka　Mayumi（吉岡真由美）

　　　　　　　　　　　　A302
Yumimoto　Keiya（弓本桂也）C113
Yumoto　Michiaki（湯本道明）D101

＜Z＞
Zainul　Akramin　　　　　　　P178
Zaizen　Y両i（財前祐二）　　P351

ZhangCheng－zhong（張誠忠）A105
Zhang　Cheng－zhong（張誠忠）P179

Zhang　Daizhou（張代洲）　　C161
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